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田
能
村
竹
田
の
詞
論

―
『
塡
詞
図
譜
』
を
中
心
に

村
越
貴
代
美

田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
～
一
八
三
五
（、
名
は
孝
憲
、
字
は
君
彝
、
別
号
に
九
畳
仙
史
・
随
縁
居
士
・
秋
心
・
紅
荳
詞
人
な
ど
。

豊
後
国
岡
藩
竹
田
村
（
今
の
大
分
県
竹
田
市
（
の
生
ま
れ
。
父
は
藩
侍
医
の
田
能
村
碩
庵
だ
が
、
幼
い
頃
よ
り
病
弱
だ
っ
た
た
め
医
業

は
継
が
ず
、
藩
校
由
学
館
へ
の
出
勤
を
命
じ
ら
れ
学
問
専
攻
と
な
っ
た
。『
豊
後
国
志
』
編
纂
御
用
掛
な
ど
を
経
て
、
三
十
七
歳
で
隠

居
し
、
以
後
、
頼
山
陽
・
浦
上
春
琴
・
篠
崎
小
竹
ら
京
都
・
大
坂
を
中
心
と
す
る
文
人
た
ち
と
交
流
を
重
ね
る
一
方
、
詩
書
画
の
制
作

に
励
ん
だ
。
五
十
歳
の
時
に
長
崎
を
遊
歴
し
、
来
舶
清
人
や
長
崎
派
の
画
家
か
ら
中
国
画
の
技
法
を
学
ぶ
。
天
保
六
年
夏
、
大
坂
の
藩

邸
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
五
十
九
。
画
の
弟
子
に
高
橋
草
坪
や
帆
足
杏
雨
、
田
能
村
直
入
（
養
継
子
（
な
ど
が
い
る
。

江
戸
後
期
の
著
名
な
文
人
画
家
で
あ
り
、
か
つ
塡
詞
も
善
く
し
た
。
神
田
喜
一
郎
博
士
の
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
（
Ⅰ
Ⅱ
（

―
日
本
塡
詞
史
話
（
上
下
（

―
』（

（
（

に
、
竹
田
の
詞
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
竹
田
は
青
年
時
代
に
唐
橋
君
山
と

伊
藤
鏡
河
の
二
人
を
師
友
と
し
、
二
十
四
、
五
歳
の
頃
か
ら
塡
詞
に
熱
中
し
た
ら
し
い
。『
豊
後
国
志
』
編
纂
の
用
務
で
江
戸
に
上
っ

て
一
年
ほ
ど
逗
留
し
て
い
た
間
に
、
清
・
万
樹
の
『
詞
律
』
を
入
手
し
、『
塡
詞
図
譜
』
を
書
き
始
め
た
。
二
十
八
歳
で
『
塡
詞
図
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譜
』
を
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
て
自
序
を
書
き
、
三
十
歳
で
刊
行
し
た
。
ほ
か
に
『
塡
詞
韻
譜
』
の
刊
行
や
『
楽
府
指
迷
』『
詞
旨
』
の
覆
刻

も
企
画
し
て
い
た
が
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
詞
集
は
『
清
麗
集
』『
秋
声
館
集
』『
竹
田
布
衣
集
』
の
三
冊（

（
（

を
刊
行
し
、『
清
麗
集
』

二
十
四
闕
、『
秋
声
館
集
』
十
六
闕
、『
竹
田
布
衣
集
』
二
十
三
闕
、
同
『
補
遺
』
に
六
闕
、
計
六
十
九
闕
を
数
え
る
。
神
田
博
士
は
竹

田
に
つ
い
て
、「
い
づ
れ
の
方
面
か
ら
見
て
も
、
わ
た
く
し
は
や
は
り
竹
田
を
以
て
わ
が
日
本
塡
詞
史
上
の
第
一
人
者
と
推
し
た
い（

（
（

」

と
評
価
し
て
い
る
。
詞
集
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
画
に
題
さ
れ
た
詞
も
あ
る
。
竹
田
の
題
画
詞
は
、
画
と
と
も
に
確
認
で
き
る
も
の

が
十
四
点
二
十
三
闕
（
連
作
十
闕
を
含
む
（
ほ
ど
あ
る（

（
（

。

『
塡
詞
図
譜
』
の
巻
末
に
は
、
出
版
の
際
に
版
元
に
頼
ま
れ
て
著
し
た
「
塡
詞
国
字
総
論
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
塡
詞

国
字
総
論
」
を
中
心
に
竹
田
の
詞
論
を
検
討
し
、
と
く
に
竹
田
が
長
崎
遊
歴
時
代
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
当
時
の
中
国
語
や
中
国
音

楽
と
の
関
係
を
、
論
じ
る
。

一
、『
塡
詞
図
譜
』
出
版
の
経
緯
と
夏
秉
衡
『
清
綺
軒
詞
選
』

佐
々
木
剛
三
「
竹
田
書
簡
に
見
ら
れ
る
出
版
事
情（

（
（

」
に
、
師
の
唐
橋
君
山
の
『
箋
釈
豊
後
風
土
記
』
と
自
身
の
『
塡
詞
図
譜
』
出
版

の
事
情
に
つ
い
て
、
竹
田
が
手
紙
に
残
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
金
を
工
面
し
た
か
、
経
費
節
減
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
か
等
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。『
塡
詞
図
譜
』
に
つ
い
て
は
、

…
…
竹
田
は
書
肆
と
交
渉
す
る
と
と
も
に
再
び
私
家
版
と
し
て
こ
の
「
図
譜
」
を
出
そ
う
と
し
た
ら
し
い
。
鏡
河
宛
の
書
簡
（
文

化
二
年
秋
（
に
よ
れ
ば
、
彼
は
遊
学
費
用
と
し
て
三
年
分
の
三
十
両
の
借
金
を
申
し
入
れ
て
い
て
、
そ
の
中
か
ら
こ
の
書
の
出
版
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費
を
出
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
今
回
は
う
ま
い
具
合
に
書
肆
が
見
つ
か
っ
て
、
早
く
も
翌
文
化
三
年
に
は
出
版

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
書
肆
は
京
都
千
本
一
條
下
ル
の
宛
委
堂
境
屋
伊
兵
衛
で
、
竹
田
は
こ
の
宛
委
堂
の
た
め
に
国
字
総
論
を

書
き
下
ろ
し
て
同
書
に
附
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
は
「
塡
詞
図
譜
」
二
冊
だ
け
の
出
版
で
、
竹
田
が
は
じ
め
予
定
し
て
い
た
「
塡
詞
続
図
譜
」
二
冊
、「
塡

詞
韻
譜
」
二
冊
、「
楽
府
指
迷
詞
旨
」
合
一
冊
（「
箋
釈
豊
後
風
土
記
」
広
告
文
に
よ
る
（
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
多
分
、
書
肆

の
方
が
い
や
が
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
結
局
は
こ
の
五
冊
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
分
に
つ
い
て
、
竹
田
は
、
ま
た
ま
た
自
費
出
版
を
考
え
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
水
島
伝
五
郎
宛
書
簡
（
佐
々
木
氏
に
よ
り
初
公
開
（
に
よ
る
と
自
費
出
版
に
は
二
十
両
も
必
要
で
、
結
局
、
こ
の
時
は
金
の

工
面
が
で
き
ず
、「
当
時
す
で
に
出
来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
原
稿
も
今
日
に
至
る
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

竹
田
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
（、
二
十
四
歳
の
と
き
に
江
戸
で
万
樹
『
詞
律
』
を
入
手
し
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
（、
二
十
八

歳
の
と
き
に
『
豊
後
国
志
』
が
完
成
し
、『
塡
詞
図
譜
』
も
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
て
自
序
を
書
い
た
。
そ
れ
か
ら
文
化
三
年
（
一
八
○
六
（、

三
十
歳
で
『
塡
詞
図
譜
』
小
令
部
二
冊
を
刊
行
す
る
ま
で
の
間
、
眼
病
治
療
を
か
ね
て
京
都
へ
の
遊
学
を
願
い
出
て
、
熊
本
・
長
崎
・

大
坂
を
経
由
し
て
京
都
へ
向
か
う
。
神
田
博
士
に
よ
れ
ば
、

京
都
へ
入
る
前
、
彼
は
大
阪
に
着
く
と
早
々
嚢
底
を
は
た
い
て
、
い
ろ
ん
な
書
物
を
購
つ
た
が
、
そ
の
中
に
『
歴
朝
詞
選
』
袖
珍

本
一
帙
の
あ
つ
た
こ
と
が
、
お
な
じ
銀
河（

（
（

に
お
く
つ
た
手
紙
の
中
に
見
え
て
ゐ
る
。
お
そ
ら
く
清
の
夏
秉
衡
の
編
纂
し
た
『
清
綺

軒
詞
選
』
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
の
書
に
つ
い
て
、
竹
田
は
そ
の
手
紙
に
「
コ
レ
ハ
歴
朝
ト
ハ
御
座
候
ヘ
共
、
清
朝
ノ
詞
甚
多
御
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座
候
。
夫
故
先
生
ニ
指
上
置
申
候
草
堂
詩
余
ノ
後
ニ
附
申
候
ト
大
抵
歴
朝
揃
ヒ
申
候
。」
と
言
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
ま
た
お
な

じ
手
紙
の
中
に
「
詞
選
此
間
も
一
閲
仕
候
処
、
清
朝
ニ
而
諸
家
の
集
に
何
れ
も
御
座
候
而
、
大
に
行
れ
申
候
由
に
御
座
候
。
歴
朝

詞
選
に
て
も
大
分
御
座
候
而
、
宋
人
と
拮
抗
仕
候
。
只
今
の
勢
に
て
は
久
し
か
ら
ず
本
朝
に
て
も
大
に
行
れ
可
申
候
。
早
く
刊
行

仕
度
事
ニ
御
座
候
。
且
暫
く
作
り
申
候
へ
ば
却
而
易
き
方
ニ
御
座
候
。
彼
方
に
て
は
閨
中
の
作
さ
へ
多
く
御
座
候
。
王
漁
洋
抔
は

詩
よ
り
は
詞
に
長
じ
申
候
由
に
記
し
御
座
候
。
何
卒
御
清
暇
に
は
先
生
に
も
戯
に
作
り
被
成
候
様
奉
希
候
。
秋
花
・
螺
燈
二
首
、

奥
田
に
見
せ
申
候
処
、
賞
し
申
候
。
当
分
大
阪
に
て
も
一
向
作
り
申
候
者
無
御
座
候
。」
と
も
書
き
添
へ
て
あ
る
。
早
く
刊
行
し

た
い
と
い
ふ
の
は
、
自
著
の
『
塡
詞
図
譜
』
に
相
違
な
い
。

と
い
う（

（
（

。
神
田
博
士
は
ま
た
、
夏
秉
衡
の
『
清
綺
軒
詞
選
』
は
「
卑
陋
な
選
本
」
で
、

も
と
も
と
高
雅
な
芸
術
趣
味
を
も
つ
て
ゐ
た
竹
田
と
し
て
は
こ
ん
な
選
本
に
誤
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
南
唐
の
二
主
、
更
に
は
『
花

間
集
』
に
遡
つ
て
、
温
飛
卿
（
庭
筠
（
や
韋
端
己
（
荘
（
の
妙
境
に
沈
潜
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
思
ふ
の
に
、
何
で
も
新
し
い
も
の

を
と
追
求
し
て
已
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
思
は
ぬ
陥
穽
が
あ
つ
た
と
も
い
へ
よ
う
。
さ
う
し
て
『
塡
詞
図
譜
』
そ
の
も
の
の
挙

げ
た
作
例
が
『
清
綺
軒
歴
朝
詞
選
』
の
弊
を
そ
の
ま
ま
承
け
つ
ぐ
結
果
を
招
い
て
し
ま
つ
た
こ
と
を
否
め
な
い
。
竹
田
の
た
め
に

惜
し
ん
で
も
余
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
竹
田
が
自
ら
「
雪
月
花
の
忠
臣
」
を
以
て
任
じ
、
一
角
彼
土
の
新
し
い
塡

詞
を
日
本
に
勃
興
せ
し
め
よ
う
と
、
そ
の
苦
心
の
余
に
な
つ
た
『
塡
詞
図
譜
』
を
刊
行
し
て
、
得
意
の
絶
頂
に
あ
つ
た
頃
、
彼
土

で
は
張
皋
文
（
惠
言
（
や
張
翰
風
（
琦
（
の
首
唱
に
よ
つ
て
、
詞
壇
の
大
勢
が
お
よ
そ
竹
田
の
考
へ
た
の
と
は
全
く
違
つ
た
正
反

対
の
方
向
に
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
、
の
で
あ
る
。
し
か
も
竹
田
は
、
そ
の
二
張
が
極
力
排
斥
し
た
一
時
代
前
の
朱
竹
坨
や
厲
樊
榭
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に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
浙
派
と
い
は
れ
る
詞
風
さ
へ
も
、
ど
う
や
ら
知
ら
な
か
つ
た
ら
し
い
。
わ
が
邦
の
詞
学
は
、
ま
だ
ま
だ
蒙

昧
で
あ
つ
た
こ
と
を
否
め
な
い
。

と
も
い
う（

（
（

。

『
清
綺
軒
詞
選
』
と
『
塡
詞
図
譜
』
の
作
例
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
少
し
調
べ
て
み
た
。
国
会
図
書
館
に
、『
清

綺
軒
詞
選
』
十
三
巻
、
八
冊
、
桐
石
山
房
蔵
板
が
あ
る
。
た
い
そ
う
小
型
の
本
で
、
半
葉
六
行
十
二
字
、
縦
七
・
六
セ
ン
チ
、
横
五
・

二
セ
ン
チ
。
中
国
の
書
目
を
見
る
と
、
乾
隆
年
間
の
刻
本
が
数
種
あ
り
、
い
ず
れ
も
六
行
十
二
字
、
同
じ
袖
珍
本
と
思
わ
れ
る
。
サ
イ

ズ
は
小
さ
い
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
な
か
な
か
の
も
の
で
、
一
つ
の
詞
牌
に
つ
き
、
複
数
の
作
例
が
あ
る
。
竹
田
の
『
塡
詞
図
譜
』
は
、
一

つ
の
詞
牌
に
つ
き
作
例
は
一
つ
。

竹
田
『
塡
詞
図
譜
』
小
令
部
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
詞
牌
は
、
次
の
と
お
り
。『
清
綺
軒
詞
選
』
に
見
え
な
い
詞
牌
は
（　

（
に

入
れ
、『
清
綺
軒
詞
選
』
に
作
例
が
あ
る
詞
牌
に
は
傍
線
を
ほ
ど
こ
す
。
う
ち
清
人
の
作
例
は
□
で
囲
う
。

竹
田
は
詞
牌
の
配
列
も
、
ほ
ぼ
『
清
綺
軒
詞
選
』
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

上
巻

十
六
字
令　
　

　

南
歌
子

　　
　

漁
歌
子　
　

憶
江
南　
　

　

桂
殿
秋

　　
　

搗
錬
子　
　
（
南
郷
子
（　　

憶
王
孫　
　

　

調
笑
令

　　
　

如
夢
令　
　

天
仙
子　
　

西
渓
子　
　

　

甘
州
子

　　
　

風
流
子　
　

訴
衷
情　
　

　

帰
国
謡

　　
　

相
見
歓　
　

長
相
思　
　

酔
太

平　
　

感
恩
多　
　

昭
君
怨　
　

太
平
時　
　

酔
公
子　
　

　

生
査
子

　　
　

酒
泉
子　
　

　

玉
蝴
蝶

　　
　

蝴
蝶
児　
　

楊
柳
枝　
　

春
光
好　
　

　

女
冠
子

　　
　

点
絳
唇　
　

　

中
興
楽

　　
　

　

雪
花
飛

　　
　

恋
情
深　
　

　

浣
渓
沙

　　
　

清
商
怨　
　

霜
天
暁
角　
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卜
算
子　
　

後
庭
花　
　

巫
山
一
段
雲　
　

菩
薩
蛮　
　

醜
奴
児　
　

減
字
木
蘭
花　
　

好
事
近　
　

　

柳
含
煙

　　
　

繡
帯
児　
　

双
調
訴
衷
情　
　

謁
余
門　
　

散
余
霞　
　

一
絡
索　
　

更
漏
子　
　

憶
少
年　
　

憶
秦
娥　
　

西
地
錦　
　
（
望
仙
門
（　　

　

清
平
楽

　

下
巻

金
蕉
葉　
　

琴
調
相
思
引　
　

阮
郎
帰　
　

　

昼
堂
春

　　
　

甘
草
子　
　

喜
遷
鶯　
　

眉
峰
碧　
　

錦
堂
春　
　

攤
破
浣
渓
沙　
　

人
月
円　
　

朝
中
措　
　

海
棠
春　
　

武
陵
春　
　

秋
蕊
香　
　

桃
源
憶
故
人　
　

眼
児
媚　
　

　

三
字
令

　　
　

極
相
思　
　

賀

聖
朝　
　

柳
梢
青　
　

太
常
引　
　
（
河
瀆
神
（　　

　

燕
帰
梁

　　
　

応
天
長　
　

　

憶
漢
月

　　
　

少
年
遊　
　

荷
葉
杯　
　

漁
歌

子　
　

沙
塞
子　
　

滴
滴
金　
　

　

城
頭
月

　　
　

梁
州
令　
　

西
江
月　
　

満
宮
花　
　

留
春
令　
　

月
中
行　
　

　

惜
分
飛

　　
　

（
思
越
人
（　　

迎
春
楽　
　

望
江
東　
　

酔
花
陰　
　
（
双
調
南
歌
子
（　　

浪
淘
沙　
　

尋
芳
草　
　
（
玉
団
児
（　　
（
雨
中
花
（　　

繡
恋
衾　
　

杏
花
天　
　

双
調
憶
江
南　
　

　

鷓
鴣
天

　　
　

双
調
南
郷
子　
　
（
翻
香
令
（　　
（
錦
帳
春
（　　

鵲
橋
仙　
　

木
蘭

花　
　

瑞
鷓
鴣　
　

虞
美
人　
　

一
斛
珠　
　
（
梅
花
引
（　　

　

踏
莎
行

　　
　

　

小
重
山

　

作
例
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
調
笑
令
」
は
、『
清
綺
軒
詞
選
』
で
は
五
代
・
馮
延
己
の
「
明
月
、
明
月
…
…
」
と
清
・
陳
見
鑨

の
「
百
舌
、
百
舌
…
…
」
の
二
首
を
作
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
竹
田
は
陳
見
鑨
の
作
を
選
ん
だ
。『
詞
律
』
で
は
馮
延
己
の
「
明

月
、
明
月
…
…
」
を
作
例
と
し
て
い
る
。

「
甘
州
子
」
は
、『
清
綺
軒
詞
選
』
で
は
五
代
・
顧
夐
の
「
紅
炉
深
夜
酔
調
笙
…
…
」、
清
・
丁
澎
の
「
昼
長
人
小
紅
楼
…
…
」、
清
・

毛
奇
齢
の
「
銀
床
金
井
暁
啼
鴉
…
…
」、
清
・
呉
棠
禎
の
「
鴉
啼
露
井
…
…
」、
清
・
宋
恩
珠
の
「
啼
鳩
喚
雨
…
…
」
の
五
首
を
作
例
と
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し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
竹
田
は
毛
奇
齢
の
作
を
選
ん
だ
。『
詞
律
』
で
は
顧
夐
の
「
紅
鑪
深
夜
酔
調
笙
…
…
」
を
作
例
と
し
て
い
る
。

「
浣
渓
沙
」
に
到
っ
て
は
、『
清
綺
軒
詞
選
』
が
挙
げ
る
五
代
・
韋
荘
の
「
夜
夜
相
思
更
漏
残
…
…
」、
宋
・
欧
陽
脩
の
「
湖
上
朱
橋

響
画
輪
…
…
」、
晏
殊
の
「
一
曲
新
詞
酒
一
杯
…
…
」
な
ど
四
十
二
首
の
中
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
清
の
閨
秀
・
葉
紈
紈
の
作
と
し
て
「
欲

比
飛
花
能
更
軽
…
…
」
を
選
ん
だ
。
葉
紈
紈
は
、
明
の
葉
紹
袁
の
次
女
に
葉
小
紈
が
い
る
が
、「
欲
比
飛
花
能
更
軽
…
…
」
は
幼
女
葉

小
鸞
の
作
ら
し
い
。『
清
綺
軒
詞
選
』
で
葉
小
紈
の
作
と
し
て
い
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
の
で
あ
る
。
閨
秀
で
は
も
う
一
人
、

宋
・
黄
庭
堅
の
「
春
帰
何
処
…
…
」
な
ど
を
含
む
「
清
平
楽
」
十
七
首
の
中
か
ら
、
清
・
張
蘩
の
「
重
門
深
処
…
…
」
を
作
例
と
し
て

選
ん
だ
。

『
清
綺
軒
詞
選
』
を
見
て
竹
田
は
「
宋
人
と
拮
抗
仕
候
」
と
ま
で
評
価
し
、「
彼
方
に
て
は
閨
中
の
作
さ
へ
多
く
御
座
候
」
と
興
奮
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
清
人
の
作
例
を
敢
え
て
積
極
的
に
採
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
塡
詞
図
譜
』
に
は
、「
文
化
紀
元
清
明
前
一
日
」、
す
な
わ
ち
元
年
（
一
八
〇
四
（
春
の
自
序
の
ほ
か
、
日
付
の
な
い
「
発
凡
」
と
、

文
化
二
年
（
一
八
○
五
（「
穀
雨
後
三
日
」
の
村
瀬
栲
亭
に
よ
る
「
小
引
」、「
秋
九
月
」
の
平
安
（
京
都
の
こ
と
（
丘
思
純（

（
（

の
「
塡
詞

図
譜
序
」、
竹
田
が
「
亀
陰
老
人
」
に
扮
し
て
綴
っ
た
「
九
月
」
の
「
序
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
塡
詞
図
譜
』
上
下
二
冊
の
、
上
冊

巻
首
に
付
さ
れ
て
い
る
。「
塡
詞
国
字
総
論
」
は
下
冊
の
巻
末
に
あ
り
、
出
版
元
の
「
宛
委
堂
主
人
」
に
頼
ま
れ
て
文
化
二
年
「
季

秋
」
に
書
き
上
げ
た
。

竹
田
が
『
塡
詞
図
譜
』
稿
本
を
携
え
て
京
都
へ
向
か
い
、
大
坂
で
夏
秉
衡
『
清
綺
軒
詞
選
』
を
入
手
し
て
銀
河
宛
に
書
簡
を
出
し
た

の
が
、
文
化
二
年
八
月
。
一
時
は
鏡
河
か
ら
遊
学
費
用
を
借
り
て
、
そ
の
中
か
ら
出
版
費
用
も
出
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
宛
委
堂
と
い

う
出
版
元
が
見
つ
か
っ
て
翌
文
化
三
年
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
頼
ま
れ
て
国
字
（
漢
文
で
は
な
く
（
で
塡
詞
に
つ
い
て
の
解
説

「
塡
詞
国
字
総
論
」
を
書
い
た
の
が
、
九
月
。『
清
綺
軒
詞
選
』
を
入
手
し
て
一
ヶ
月
の
間
に
、
集
中
的
に
作
例
を
見
直
し
て
清
人
の
作
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を
大
量
に
採
用
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
神
田
博
士
は
「
何
で
も
新
し
い
も
の
を
と
追
求
し
て
已
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
思
は
ぬ
陥
穽
が
あ
つ
た
」
と
竹
田

の
た
め
に
遺
憾
と
す
る
が
、「
新
し
い
も
の
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
。

『
塡
詞
図
譜
』
は
別
名
を
『
花
月
関
情
筆
』
と
い
う
。
明
治
以
降
の
刷
本
や
国
書
刊
行
会
『
田
能
村
竹
田
全
集
』
に
は
見
え
な
い
が
、

初
刷
本
の
封
面
に
は
中
央
に
「
花
月
関
情
筆
」
と
あ
り
、「
竹
田
書
屋
遊
技
文
字
」
と
あ
る
。「
関
情
」
と
は
、
心
を
動
か
す
こ
と
。
神

田
博
士
が
引
用
し
て
い
た
「
雪
月
花
の
忠
臣
」
は
、「
塡
詞
国
字
総
論
」
の
冒
頭
、
序
の
部
分
に
見
え
る
。

今
や
昇
平
二
百
年
、
経
学
文
章
よ
り
稗
官
小
説
に
至
る
ま
で
、
尽
く
備
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
独
塡
詞
の
み
、
寥
々
と
し
て
聞
ゆ
る

こ
と
な
し
、
風
流
の
一
途
に
於
け
る
、
紅
袖
美
人
の
翠
眉
な
き
が
如
し
。
蓋
し
其
縁
故
三
つ
あ
り
、
一
つ
に
は
句
に
長
短
あ
る
と
、

二
つ
に
は
韻
に
平
仄
を
用
ゆ
る
と
、
三
つ
に
は
真
に
風
流
を
好
む
人
少
な
る
と
に
よ
る
。
余
窃
に
是
を
傷
み
是
を
惜
み
、
此
書
を

編
み
て
以
て
四
方
風
流
の
人
を
待
つ
、
綺
言
麗
語
、
寧
犂
舌
獄
の
罪
人
と
な
る
も
、
庶
幾
く
は
雪
月
風
花
の
忠
臣
た
ら
む
と
云
ふ
。

竹
田
が
活
動
し
た
の
は
江
戸
時
代
の
後
期
、
生
年
の
一
七
七
七
年
は
清
の
乾
隆
四
十
二
年
で
、
清
朝
も
後
期
に
入
っ
て
い
る
。
竹
田

以
前
の
日
本
に
お
け
る
塡
詞
に
つ
い
て
は
、
神
田
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
に
竹
田
が
扮
す
る
と
こ
ろ
の
「
亀
陰
老
人
」、

す
な
わ
ち
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
兼
明
親
王
（
九
一
四
～
九
八
七
（
の
「
憶
亀
山
」
二
闋
（「
憶
江
南
」
に
倣
っ
た
も
の
（
が
あ
り
、

竹
田
は
知
ら
な
か
っ
た
が
（
そ
れ
故
「
亀
陰
老
人
」
に
扮
し
た
（
そ
れ
よ
り
早
く
嵯
峨
天
皇
と
三
品
有
智
子
内
親
王
・
滋
野
貞
主
が
八

二
三
年
に
作
っ
た
「
漁
歌
子
」
五
闋
が
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
ら
は
「
張
志
和
が
漁
歌
子
五
闋
を
作
っ
た
唐
の
大
暦
九
年
（
七
七
四
（
に
お

く
る
る
こ
と
僅
か
に
四
十
九
年
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
お
そ
ら
く
入
唐
の
朝
士
の
間
に
誰
か
風
流
人
が
あ
つ
て
、
彼
土
の
最
新
の
作
品
を
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齎
し
帰
つ
た
の
が
、
早
速
に
叡
聞
に
達
し
て
、
か
く
は
万
機
の
余
暇
に
こ
れ
に
倣
は
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
想
像
す

る
と
、
そ
の
歌
腔
ま
で
も
併
せ
て
伝
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
」
と
神
田
博
士
は
推
察
す
る（

（1
（

。

竹
田
の
「
風
流
」、
竹
田
が
『
清
綺
軒
詞
選
』
に
強
く
魅
せ
ら
れ
た
の
も
、
ま
さ
に
「
そ
の
歌
腔
ま
で
も
併
せ
て
伝
へ
ら
れ
た
」
点

に
あ
る
。「
塡
詞
国
字
総
論
」
に
詳
し
い
。

二
、「
塡
詞
国
字
総
論
」

「
塡
詞
国
字
総
論
」
は
も
と
も
と
段
落
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
内
容
に
従
っ
て
見
出
し
を
付
け
、
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
見
て
み
よ
う
。

【
論
（　

詞
の
歴
史
に
つ
い
て
】

詞
は
塡
詞
と
も
云
ひ
、
詩
余
と
も
云
ふ
、
漢
の
楽
府
よ
り
流
れ
出
で
て
、
唐
の
詩
の
一
変
し
た
る
な
り
、
猶
近
世
民
間
に
行
る
ゝ

雑は
う
た曲
は
、
昔
の
長
歌
よ
り
出
で
、
三
十
一
言
の
一
変
し
た
る
と
能
く
似
た
り
。
西
土
に
も
、
今
は
唐
詩
の
節ふ

族し

を
失
て
歌
ふ
こ
と

能
は
ず
、
三
十
一
言
を
昔
は
堂
上
饗
宴
の
時
も
歌
ひ
し
が
、
今
は
節
奏
の
知
れ
ざ
る
と
同
じ
、
時
に
随
ひ
て
謡
曲
の
か
は
る
は
、

東
も
西
も
同
こ
と
な
り
。
却
説
詞
は
、
李
白
が
憶
秦
娥
・
菩
薩
蛮
の
二
闋
を
鼻
祖
と
し
て
、
白
楽
天
・
温
庭
筠
、
五
代
の
韋
荘
・

欧
陽
烔
等
、
諸
子
皆
よ
く
す
、
南
唐
の
李
後
主
は
古
今
に
冠
絶
す
。
然
れ
共
此
時
は
多
く
は
小
令
な
り
、
宋
に
至
り
て
、
宗
廟
朝

廷
に
も
是
を
用
ひ
、
大
晟
府
を
建
て
雅
楽
の
寮
と
な
し
、
周
美
成
・
柳
蓍
卿
を
待
詔
と
な
し
、
日
月
に
新
曲
を
製
し
む
、
蘇
東

坡
・
秦
少
游
・
黄
山
谷
・
陸
放
翁
、
閨
秀
に
も
李
清
照
・
朱
淑
真
の
類
、
妙
手
あ
げ
て
数
へ
難
し
、
詞
こ
ゝ
に
至
て
隆
り
な
と
す
。
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元
明
稍
衰
ふ
、
雖
然
元
に
は
元
好
問
・
趙
子
昴
、
明
に
は
楊
升
庵
・
王
元
美
・
文
徴
明
・
陳
眉
公
・
李
笠
翁
あ
り
、
清
朝
に
及
ん

で
呉
梅
村
・
毛
奇
齢
・
朱
彝
尊
・
王
漁
洋
諸
豪
傑
出
で
、
大
に
こ
れ
を
唱
ふ
、
人
霊
蛇
の
珠
を
握
り
、
家
荊
山
の
璧
を
抱
き
、
宋

人
と
並
び
馳
す
、
閨
中
の
秀
、
方
外
の
士
ま
で
も
作
る
こ
と
成
れ
り
。
我
朝
を
考
え
ば
前
中
書
兼
明
親
王
、
憶
江
南
の
体
に
傚
ひ
、

憶
亀
山
の
詞
を
作
り
た
ま
ふ
、
本
朝
文
粋
に
載
た
り
、
推
て
権
輿
と
す
べ
し
。

詞
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
漢
代
の
楽
府
に
求
め
、
唐
詩
も
本
来
は
歌
っ
て
い
た
が
い
ま
は
「
節ふ

族し

を
失
て
歌
ふ
能
は
ず
」、
宋

代
に
「
宗
廟
朝
廷
に
も
是
を
用
ひ
、
大
晟
府
を
建
て
雅
楽
の
寮
と
な
し
、
周
美
成
・
柳
蓍
卿
を
待
詔
と
な
し
」
と
い
う
認
識
に
、
ま
ず

驚
か
さ
れ
る
（
柳
永
が
大
晟
府
に
関
係
し
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
が
（。

詩
と
は
歌
う
も
の
で
あ
り
、「
詩
」
三
百
篇
か
ら
漢
代
の
楽
府
、
古
詩
か
ら
近
体
詩
、
さ
ら
に
詞
か
ら
曲
へ
と
、
時
代
を
追
っ
て
ス

タ
イ
ル
が
変
化
し
、
歌
え
な
く
な
っ
た
旧
い
ス
タ
イ
ル
は
新
し
い
別
の
ス
タ
イ
ル
に
代
わ
っ
て
い
く
、
こ
う
し
た
文
学
観
は
「
四
庫
全

書
提
要
」
に
も
見
ら
れ
る
（
提
要
の
場
合
は
下
降
史
観
も
加
わ
る
（
も
の
だ
が
、
竹
田
は
い
っ
た
い
何
に
よ
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。江

戸
時
代
の
漢
学
者
は
、
漢
詩
を
作
り
な
が
ら
、
詩
論
に
つ
い
て
の
議
論
も
盛
ん
だ
っ
た
。
松
下
忠
氏
は
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論　

―
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取

―
』（

（（
（

で
、
四
期
に
分
け
て
江
戸
の
詩
壇
を
論
じ
る
が
、
竹
田
は
そ
の
第
三
期
、
詩
人
が
輩
出
し
て

詩
社
が
乱
立
し
、
詩
話
や
詩
論
書
が
盛
ん
に
な
り
、
詩
壇
が
爛
熟
し
た
時
期
に
当
た
る
。
竹
田
の
詞
論
「
塡
詞
国
字
総
論
」
も
、
当
時

の
詩
壇
や
詩
論
の
趨
勢
と
、
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

竹
田
と
親
し
か
っ
た
頼
山
陽
の
グ
ル
ー
プ
で
詩
の
格
律
に
つ
い
て
議
論
し
た
も
の
が
あ
り
、『
社
友
詩
律
論
』（
小
野
泉
蔵
輯
、
陳
曼

寿
閲
、
一
八
八
三
年
、
大
阪
奎
運
堂
刊
（
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
陳
曼
寿
の
序
が
、
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繄
古
無
声
律
音
律
之
分
、
記
云
、
五
声
六
律
十
二
管
、
旋
相
為
宮
、
五
声
者
、
則
宮
商
角
徴
羽
五
音
、
是
声
与
音
、
本
二
而
一
也
。

あ
あ
、
い
に
し
え
に
は
声
律
と
音
律
の
区
別
は
な
か
っ
た
。『
礼
記
』
に
「
五
声
・
六
律
・
十
二
管
、
相
を
旋
し
宮
と
為
る
」

と
あ
る
。
五
声
は
、
宮
商
角
徴
羽
の
五
音
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
声
と
音
が
、
も
と
は
二
つ
に
し
て
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

で
始
ま
り
、
全
体
と
し
て
詩
を
「
歌
う
」
ス
タ
イ
ル
と
し
て
議
論
し
て
い
る
。

小
野
の
質
問
は
、
詩
に
は
平
仄
な
ど
の
「
法
律
」
が
あ
る
が
、
す
で
に
歌
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
厳
し
く
「
法

律
」
を
守
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
答
え
た
山
陽
の
手
紙
「
答
小
野
泉
蔵
論
詩
律
書
」
の
中
に
、
質
問
の
要
旨
を

ま
と
め
た
部
分
が
あ
る
。

嚮
帰
自
西
遊
、
与
足
下
論
近
体
声
律
、
因
語
在
長
崎
所
見
聞
、
以
謂
華
音
不
足
学
、
八
病
不
足
拘
、
以
其
在
彼
已
廃
歌
唱
也
、
而

強
説
之
者
、
舌
官
驕
人
之
具
耳
。

さ
き
ご
ろ
西
国
へ
の
遊
歴
よ
り
帰
り
、
足
下
と
近
体
詩
の
声
律
に
つ
い
て
論
じ
ま
し
た
。
長
崎
で
見
聞
し
た
こ
と
を
話
し
た
と

こ
ろ
、
華
音
を
学
ぶ
必
要
は
な
い
し
、
八
病
に
こ
だ
わ
る
必
要
も
な
い
、
か
の
地
で
さ
え
す
で
に
歌
唱
は
廃
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
強
い
て
説
く
の
は
舌
官
が
人
に
奢
る
た
め
の
具
に
す
ぎ
な
い
、
と
お
考
え
で
し
た
ね
。

中
国
で
さ
え
近
体
詩
を
歌
う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
と
い
う
の
は
「
か
つ
て
は
近
体
詩
も
歌
唱
し
て
い
た
の
に
」
が

前
提
と
し
て
あ
る
が
、
歌
唱
し
な
い
以
上
、
中
国
語
を
習
っ
て
中
国
語
で
読
む
必
要
も
な
け
れ
ば
、
沈
約
が
唱
え
た
八
病
説
の
よ
う
に
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厳
し
く
声
律
に
こ
だ
わ
る
必
要
も
な
い
、
そ
ん
な
も
の
は
舌
官
（
通
訳
（
が
偉
そ
う
に
す
る
た
め
の
道
具
だ
、
と
い
う
小
野
に
対
し
て
、

そ
う
で
は
な
い
、
と
山
陽
は
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
引
い
て
説
く
の
で
あ
る
が
、
塡
詞
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

夫
宋
以
後
、
不
唱
近
体
、
而
歌
詩
余
矣
。
然
詩
余
之
按
譜
塡
字
、
比
近
体
更
厳
、
是
知
律
之
厳
所
以
諧
音
調
、
故
愈
諧
則
愈
厳
、

及
其
廃
也
、
人
不
見
其
諧
、
而
苦
其
厳
、
是
所
以
生
足
下
之
疑
也
。

宋
代
以
降
、
近
体
詩
を
歌
う
こ
と
は
な
く
な
り
、
詩
余
を
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
詩
余
は
譜
に
し
た
が
っ

て
字
を
塡
め
る
こ
と
、
近
体
詩
よ
り
い
っ
そ
う
厳
し
く
、
律
を
厳
し
く
す
る
の
は
音
調
に
合
わ
せ
る
た
め
だ
と
分
か
り
ま
す
。

合
わ
せ
れ
ば
合
わ
せ
る
ほ
ど
律
は
厳
し
く
、
音
調
が
廃
れ
た
の
ち
に
は
、
人
々
は
諧
う
か
ど
う
か
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
律
の
厳
し

さ
に
苦
し
み
ま
す
。
こ
れ
が
あ
な
た
に
疑
念
を
生
じ
さ
せ
た
理
由
で
し
ょ
う
。

頼
山
陽
の
塡
詞
に
つ
い
て
神
田
博
士
は
「
も
し
山
陽
が
真
面
目
に
塡
詞
に
力
を
用
ゐ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
そ
の
方
面
で
も
わ
が
漢

文
学
史
の
上
に
輝
か
し
い
業
績
を
挙
げ
た
で
あ
ら
う
に
、
そ
の
こ
と
の
な
か
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
或
は
塡
詞
に
つ
い
て
は
、
親
友

の
田
能
村
竹
田
に
一
席
を
虚
し
う
し
た
心
遣
ひ
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
ふ（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

質
問
し
た
小
野
泉
蔵
も
、
答
え
た
頼
山
陽
も
、
詩
余
は
「
按
譜
塡
字
」、
す
で
に
音
楽
は
失
わ
れ
て
歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識

し
て
い
る
点
が
、
竹
田
と
は
異
な
る
。
山
陽
は
「
与
人
論
声
律
書
」
の
冒
頭
で
「
声
律
之
律
、
非
音
律
之
律
、
為
法
律
之
律
」
と
言
う

よ
う
に
、
詩
を
音
律
（
音
楽
（
と
は
切
り
離
し
て
論
じ
る
の
で
あ
る
が
、
竹
田
は
異
な
る
。
詩
は
と
も
か
く
詩
余
に
つ
い
て
は
、
音
律

に
載
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
以
下
、
竹
田
の
詞
論
は
展
開
さ
れ
る
。

竹
田
の
『
塡
詞
図
譜
』「
発
凡
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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詩
余
廃
也
久
矣
、
堯
章
鬲
指
之
声
、
君
特
殺
尾
之
字
、
明
人
既
不
能
弁
、
而
況
捩
喉
扭
噪
、
東
西
異
音
耶
。
比
来
清
舶
所
齎
、
雖

有
草
堂
諸
集
図
譜
数
種
、
多
置
不
顧
、
加
之
挂
漏
訛
謬
相
襲
、
笥
中
徒
逞
蠹
魚
之
欲
耳
、
余
有
恨
焉
。
壬
戍
春
、
過
賭
春
書
堂
、

得
詞
律
廿
冊
、
紅
友
万
氏
所
著
也
、
字
法
句
格
精
厳
詳
悉
、
皦
如
見
日
、
按
之
塡
、
則
鬲
指
殺
尾
、
不
唯
不
費
我
之
歯
頰
、
妙
自

彼
而
合
。

詩
余
が
廃
れ
て
久
し
い
。
姜
夔
（
堯
章
（
の
「
鬲
指
の
声
」
も
、
呉
文
英
（
君
特
（
の
「
殺
尾
の
字
」
も
、
明
人
に
は
す
で
に

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
し
て
喉
を
ふ
り
し
ぼ
る
（
歌
う
（
と
な
れ
ば
、
東
西
で
発
音
も
異
な
る
。
ち
か
ご
ろ
清
国
か
ら

の
舶
来
に
、『
草
堂
』
諸
集
や
「
図
譜
」
数
種
が
あ
っ
た
が
、
多
く
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
遺
漏
誤
謬
お
び
た
だ

し
く
て
、
い
た
ず
ら
に
箪
笥
の
中
で
蠹
魚
の
欲
を
逞
し
く
す
る
だ
け
な
の
が
、
は
な
は
だ
残
念
で
あ
っ
た
。
壬
戍
（
享
和
二

年
（
春
、
賭
春
書
堂
で
『
詞
律
』
二
十
冊
を
手
に
入
れ
た
。
万
樹
（
紅
友
（
の
著
作
で
、
字
法
・
句
格
き
わ
め
て
詳
し
く
、
日

を
見
る
が
ご
と
く
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
塡
詞
す
れ
ば
、
鬲
指
（
二
字
の
音
高
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
、
笛
類
で
孔

ひ
と
つ
隔
て
て
出
す
こ
と
か
ら
（・
殺
尾
（
曲
の
最
後
の
音
（
も
、
我
が
歯
頰
を
費
や
す
ま
で
も
な
く
、
妙
処
は
お
の
ず
と
合

致
す
る
。

冒
頭
に
あ
る
「
堯
章
鬲
指
之
声
、
君
特
殺
尾
之
字
」
は
、
万
樹
の
「
詞
律
序
」
に
、

不
知
詩
余
乃
劇
本
之
先
輩
、
昔
日
入
伶
工
之
歌
板
、
如
耆
卿
標
明
於
分
調
、
誠
斎
垂
法
於
択
腔
、
堯
章
自
注
鬲
指
之
声
、
君
特
致

弁
煞
尾
之
字
。

詩
余
お
よ
び
劇
本
の
先
輩
は
、
か
つ
て
伶
工
（
楽
師
（
の
歌
板
（
拍
板
・
楽
器
（
に
あ
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
（
ち
か
ご
ろ
の
図
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譜
の
編
者
た
ち
は
（
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
柳
永
（
耆
卿
（
は
曲
調
を
詞
集
で
標
し
て
い
た
し
、
楊
万
里
（
誠
斎
（

は
法
則
を
述
べ
て
腔
調
を
選
ん
だ
し
、
姜
夔
（
堯
章
（
は
「
鬲
指
の
声
」
を
詞
（「
湘
月
」
詞
（
に
自
注
し
、
呉
文
英
（
君

特
（
は
「
煞
尾
の
字
」
を
き
び
し
く
区
別
し
た
。

と
あ
る
の
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
「
塡
詞
国
字
総
論
」
第
一
段
の
詞
の
歴
史
は
、『
草
堂
詩
余
』
の
何
良
俊
の
序
を
踏

ま
え
て
い
る
。

『
草
堂
詩
余
』
は
南
宋
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
唐
宋
詞
の
選
集
で
、
祖
本
は
失
わ
れ
、
テ
ー
マ
別
に
分
類
し
た
も
の
（
分
類
本
（
と
、

字
数
に
よ
り
小
令
・
中
調
・
長
調
に
分
類
し
た
も
の
（
分
調
本
（
と
、
大
き
く
二
種
類
に
わ
か
れ
て
祖
本
を
増
修
し
た
も
の
が
、
元
明

の
時
代
に
盛
ん
に
編
纂
出
版
さ
れ
た
。
清
代
に
な
っ
て
南
宋
詞
が
流
行
す
る
ま
で
は
、
よ
く
読
ま
れ
、
日
本
に
も
早
く
か
ら
伝
わ
っ
て

い
る
。
何
良
俊
の
序
は
、

夫
詩
余
者
、
古
楽
府
之
流
别
、
而
後
世
歌
曲
之
濫
觴
也
。

詩
余
と
い
う
の
は
、
古
楽
府
の
流
れ
に
あ
り
、
後
世
の
歌
曲
の
濫
觴
で
あ
る
。

で
始
ま
り
、
詞
の
歴
史
を
述
べ
る
が
、
そ
の
中
に
、

宋
初
、
因
李
太
白
憶
秦
娥
、
菩
薩
蛮
二
辞
、
以
漸
創
制
。
至
周
待
制
領
太
晟
楽
府
、
比
切
声
調
、
十
二
律
各
有
篇
目
。
柳
屯
田
加

増
至
二
百
余
調
、
一
時
文
士
、
復
相
擬
作
、
而
詩
余
為
極
盛
。
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宋
初
、
李
白
（
太
白
（
に
「
憶
秦
娥
」「
菩
薩
蛮
」
の
二
首
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
し
だ
い
に
詞
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

周
邦
彦
が
待
制
と
し
て
太
晟
楽
府
を
統
率
す
る
と
、
声
調
を
審
定
し
、
十
二
律
そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
が
で
き
た
。
柳
永
（
屯
田
（

が
二
百
余
調
に
曲
を
増
や
す
と
、
当
時
の
文
士
も
真
似
て
作
り
だ
し
、
詩
余
は
き
わ
め
て
盛
ん
に
な
っ
た
。

と
あ
る
。

北
宋
末
に
徽
宗
が
太
晟
府
を
設
置
し
、
新
曲
を
た
く
さ
ん
作
ら
せ
た
が
、
柳
永
（
九
八
七
？
～
一
〇
五
三
？
。
屯
田
員
外
郎
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
柳
屯
田
と
呼
ば
れ
る
（
が
太
晟
府
に
関
わ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
太
晟
府
設
置
は
、
徽
宗
の
崇
寧
四
年
（
一
一
〇

五
（
で
あ
る
。
こ
の
間
違
い
も
含
め
て
、『
草
堂
詩
余
』
の
何
良
俊
の
序
を
襲
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
何
良
俊
（
一
五
〇

六
～
一
五
七
三
（
は
明
代
の
戯
曲
理
論
家
で
、
字
は
元
朗
、
号
は
柘
湖
、
松
江
華
亭
（
今
の
上
海
奉
賢
柘
林
（
の
人
。

だ
が
太
晟
府
が
「
雅
楽
の
寮
」
と
し
て
設
置
さ
れ
、
制
作
し
た
新
曲
が
「
宗
廟
朝
廷
に
も
是
を
用
ひ
」
と
い
う
部
分
は
き
わ
め
て
正

確
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
資
料
に
拠
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
竹
田
の
活
動
し
た
江
戸
後
期
よ
り
以
前
、
江
戸
の
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
、
音
律
の
研
究
は
か
な
り
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
～
一
七
四
八
（
の
「
楽
律
考
」
に
は
、「
宋
太
晟

律
」
の
項
も
あ
り
、
太
晟
府
設
置
の
目
的
や
太
晟
府
で
制
定
さ
れ
た
楽
律
に
つ
い
て
、
正
確
な
記
述
が
あ
る（

（1
（

。
富
永
仲
基
「
楽
律
考
」

に
は
、
正
史
の
礼
楽
志
、
北
宋
の
『
夢
渓
筆
談
』『
楽
府
詩
集
』、
南
宋
の
蔡
元
定
『
律
呂
新
書（

（1
（

』、
王
応
麟
『
玉
海
』
な
ど
の
書
名
が

挙
が
っ
て
い
る
。『
古
今
楽
録
』
や
『
王
僧
虔
啓
』
な
ど
珍
し
い
書
名
も
出
て
く
る
が
、『
唐
音
癸
韱
』
か
ら
の
孫
引
き
か
。
ま
た
『
大

晟
楽
書
』
の
書
名
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
文
献
通
考
』
か
ら
の
引
用
か
と
思
わ
れ
る
。
富
永
仲
基
は
、
大
坂
の
町
人
学
者
、
思
想
史

家
。
富
永
仲
基
が
読
ん
で
い
た
書
物
を
、
竹
田
も
ま
た
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
、
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

竹
田
が
「
塡
詞
国
字
総
論
」
で
「
南
宋
の
雅
詞
派
の
詞
人
を
一
人
も
挙
げ
な
か
っ
た（

（1
（

」
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
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あ
る
。「
発
凡
」
で
は
「
堯
章
鬲
指
之
声
、
君
特
殺
尾
之
字
」
と
、
姜
夔
（
字
は
堯
章
（
と
呉
文
英
（
字
は
君
特
（
の
名
を
出
し
て
お

き
な
が
ら
、
詞
人
の
列
に
は
加
え
て
い
な
い
し
、
史
達
祖
や
王
沂
孫
、
張
炎
も
い
な
い
。
ま
た
、
雅
詞
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
、
辛
棄
疾
も
い
な
い
。
竹
田
の
詞
の
好
み
が
よ
く
現
れ
て
い
る
冒
頭
の
一
段
で
あ
る
。

【
論
（　

詞
牌
に
つ
い
て
】

詞
は
各
名
あ
り
、
憶
江
南
・
南
郷
子
な
ど
云
ふ
が
如
し
、
其
詞
の
意
に
つ
い
て
名
く
る
あ
り
、
其
詞
の
中
の
語
を
取
て
名
く
る
あ

り
、
張
志
和
漁
父
の
事
を
作
り
て
漁
歌
子
と
名
く
る
は
、
其
意
に
よ
り
て
な
り
、
毛
文
錫
の
結
句
に
、
宝
帳
欲
開
慵
起
、
恋
情
深

し
と
あ
る
を
取
て
恋
情
心
と
名
く
る
は
、
語
に
よ
れ
り
。
此
外
十
六
字
令
と
は
、
終
篇
十
六
字
あ
る
所
な
り
、
三
字
令
は
、
句
ご

と
に
三
字
な
る
ゆ
へ
な
り
、
近
く
譬
へ
ば
、
此
方
の
雑
歌
に
、
柳
里
恭
閨
情
を
作
て
長
相
思
と
名
け
し
は
、
其
意
に
取
て
也
、
又

竿
の
露
に
も
涙
に
も
、
玉
の
緒
か
け
て
頼
つ
ゝ
と
云
ふ
語
を
取
て
、
竿
の
露
と
名
け
し
は
、
語
に
よ
れ
る
が
如
し
。
さ
て
今
の
風

流
家
是
を
製
と
思
は
ゞ
、
何
れ
の
詞
に
て
も
、
古
人
の
作
し
平
仄
数
句
数
韻
字
、
一
々
に
此
書
に
載
る
所
の
図
の
通
り
に
塡
る
な

り
、
さ
す
れ
ば
文
面
は
、
今
の
人
の
作
り
た
る
字
に
変
れ
共
、
節
族
は
古
人
と
同
じ
こ
と
な
り
、
故
に
塡
詞
と
も
云
ふ
也
。
是
は

古
人
は
音
律
に
精
き
ゆ
へ
、
始
て
詞
を
製
し
て
歌
ふ
時
、
其
節
奏
甚
だ
妙
な
り
、
故
に
後
人
そ
れ
に
擬
て
製
る
な
り
。
猶
柳
里
恭

の
長
相
思
は
二
上
り
、
竿
の
露
は
三
下
り
に
て
、
其
節
面
白
と
て
、
今
の
人
其
字
数
句
数
に
合
せ
て
作
り
歌
へ
ば
、
字
面
は
か
わ

れ
共
、
同
じ
二
上
り
三
下
り
と
な
る
が
如
し
。
又
古
人
の
作
り
し
詞
の
蝴
蝶
令
は
、
蝴
蝶
の
こ
と
を
作
り
て
如
此
名
け
た
れ
共
、

今
の
人
の
擬
ぬ
る
に
は
、
春
景
秋
景
羇
旅
閨
情
、
吾
意
に
任
て
作
る
べ
し
、
只
平
仄
字
数
、
句
数
韻
字
、
こ
れ
さ
へ
古
人
の
作
に

合
す
れ
ば
よ
き
也
、
若
今
人
蝴
蝶
を
咏
じ
、
巫
山
一
段
の
雲
に
て
巫
山
の
神
女
の
こ
と
を
作
れ
ば
、
題
し
て
本
意
と
云
ふ
な
り
。
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詞
牌
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
詞
牌
名
が
つ
く
の
か
例
挙
し
て
い
る
。
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、

日
本
の
端
唄
の
例
を
出
し
て
い
る
。
詞
牌
ご
と
に
「
平
仄
数
句
数
韻
字
」
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、「
一
々
に
此
書
に
載
る
所
の
図
の

通
り
に
塡
る
」
と
文
辞
は
異
な
る
が
「
節
族
は
古
人
と
同
じ
こ
と
」
だ
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
、「
柳
里
恭
の
長
相
思
は
二
上
り
、

竿
の
露
は
三
下
り
に
て
、
其
節
面
白
と
て
、
今
の
人
其
字
数
句
数
に
合
せ
て
作
り
歌
へ
ば
、
字
面
は
か
わ
れ
共
、
同
じ
二
上
り
三
下
り

と
な
る
が
如
し
」
と
あ
る
。

「
二
上
り
」「
三
下
り
」
と
は
、
三
味
線
の
調
子
で
、
基
本
の
「
本
調
子
」
に
対
し
て
、
二
の
糸
を
二
律
高
く
す
る
と
「
二
上
り
」、

本
調
子
か
ら
三
の
糸
を
二
律
下
げ
る
と
「
三
下
り
」、
こ
の
三
つ
を
「
基
本
三
調
子
」
と
い
う
。
韻
文
の
格
律
と
音
楽
の
音
律
を
混
同

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
竹
田
に
と
っ
て
詞
は
、
山
陽
の
い
わ
ゆ
る
「
法
律
」
で
は
な
く
、「
音
律
」（
音
楽
（
と
関
係
す
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
論
（　

図
譜
に
つ
い
て
】

図
譜
は
華
本
数
種
あ
り
、
嘯
余
図
譜
、
其
他
留
青
全
書
等
の
雑
書
に
も
出
せ
り
、
其
の
誤
謬
論
ず
る
に
遑
あ
ら
ず
、
詞
学
全
書
較

備
れ
る
に
似
た
り
。
然
れ
共
巻
首
に
出
す
所
の
十
六
字
令
の
如
き
、
眠
の
字
一
字
一
句
に
て
韻
を
押ふ

み
、
二
句
の
銭
の
字
に
叶
ひ

て
先
の
韻
な
り
、
然
る
に
全
書
に
は
、
一
字
と
の
み
記
し
て
、
韻
を
押
こ
と
を
漏
す
、
此
の
類
甚
夥
し
。
又
古
人
必
ず
去
声
を
用

た
る
字
あ
り
、
又
去
声
の
字
の
下
、
必
ず
上
声
或
は
平
声
に
て
承
る
あ
り
、
是
れ
声し
ら
べ響

の
関
る
所
に
し
て
、
最
も
詞
の
緊
要
な
り
、

忽
に
す
べ
か
ら
ず
、
故
に
詳
に
録
し
て
便
に
備
ふ
。

江
合
友
『
明
清
詞
譜
史（

（1
（

』
に
よ
る
と
、
詞
譜
の
ひ
な
形
は
周
瑛
・
蔣
華
の
編
纂
し
た
『
詞
学
筌
蹄
』（
一
四
九
四
年
以
前
の
成
立
（
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で
あ
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
は
『
草
堂
詩
余
』
を
も
と
に
し
た
詞
譜
で
、
周
瑛
（
一
四
三
〇
～
一
五
一
八
（
の
自
序
に
、

草
堂
旧
所
編
、
以
事
為
主
、
諸
調
散
入
事
下
。
此
編
以
調
為
主
、
諸
事
幷
入
調
下
、
且
遂
調
為
之
譜
。

『
草
堂
』
は
も
と
も
と
内
容
を
主
と
し
、
そ
の
下
に
諸
調
を
お
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
本
書
は
調
を
主
と
し
て
編
纂
し
、
そ

の
下
に
内
容
を
お
さ
め
、
調
ご
と
の
詞
譜
と
し
た
。

と
あ
り
、『
草
堂
詩
余
』
の
体
裁
を
改
め
て
編
纂
さ
れ
た
。
編
纂
の
目
的
は
、

使
学
者
按
譜
塡
詞
、
自
道
其
意
中
事
。

学
習
者
が
譜
に
し
た
が
っ
て
詞
を
塡
め
れ
ば
、
心
に
思
っ
て
い
る
事
を
述
べ
ら
れ
る
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
塡
詞
の
初
学
者
の
た
め
の
工
具
書
で
、
そ
の
た
め
譜
の
方
法
も
簡
単
で
、「
円
者
平
声
、
方
者
側
声
、
読
以
小

円
（
○
は
平
声
、
□
は
仄
声
、
区
切
り
は
小
さ
な
○
（」
の
三
つ
で
表
し
て
い
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
の
出
現
に
よ
り
、『
草
堂
詩
余
』
は

テ
ー
マ
に
よ
る
分
類
本
か
ら
、
詞
牌
に
よ
る
分
調
本
へ
と
発
展
し
た
。

『
詞
学
筌
蹄
』
の
数
十
年
後
に
、
明
・
張
綖
の
『
詩
余
図
譜
』
が
現
れ
る（

（1
（

。
白
圏
黒
圏
を
用
い
る
方
法
は
、
こ
の
張
綖
『
詩
余
図

譜
』
に
始
ま
る
。『
詩
余
図
譜
』
は
日
本
で
も
よ
く
利
用
さ
れ
た（

（1
（

。

竹
田
の
『
塡
詞
図
譜
』「
発
凡
」
に
、
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斯
書
、
参
考
諸
家
所
著
図
譜
及
詞
撰
、
而
専
従
万
氏
之
格
、
蓋
万
氏
以
為
、
図
譜
有
害
而
無
益
、
其
説
確
当
、
似
不
可
易
、
然
図

之
為
物
、
一
黒
一
白
、
照
之
往
哲
所
製
、
目
下
晰
晰
。

本
書
は
、
諸
家
の
著
し
た
図
譜
お
よ
び
詞
集
を
参
考
に
す
る
も
、
も
っ
ぱ
ら
万
氏
（
万
樹
（
の
格
律
に
し
た
が
っ
た
。
お
そ
ら

く
万
氏
は
、
図
譜
は
害
有
っ
て
益
無
し
、
そ
の
説
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
、
判
断
は
難
し
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が

図
と
い
う
の
は
、
黒
か
白
か
、
こ
れ
を
先
哲
の
作
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
万
樹
『
詞
律
』
で
は
白
圏
黒
圏
の
方
法
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
だ
が
便
利
な
の
で
、
竹
田
は
使
う
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
は
頼
以
邠
『
塡
詞
図
譜
』
に
倣
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
竹
田
の
『
塡
詞
図
譜
』「
発
凡
」
に
、

斯
書
毎
調
先
列
図
、
次
列
譜
、
毛
氏
曰
、
按
図
諧
音
、
按
譜
命
意
、
以
是
塡
詞
、
思
過
半
矣
。

本
書
は
、
調
ご
と
に
ま
ず
図
を
あ
げ
、
次
に
譜
を
並
べ
て
い
る
。
毛
氏
曰
く
、「
図
に
従
え
ば
音
律
が
調
和
し
、
譜
に
従
え
ば

意
味
が
的
確
に
な
る
。
こ
う
し
て
塡
詞
を
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
。

と
あ
り
、
こ
の
「
毛
氏
」
の
言
葉
は
、
清
・
毛
先
舒
の
『
詞
学
全
書
』（
康
煕
十
八
年
、
一
六
七
九
年
刻
（
に
収
め
る
『
塡
詞
図
譜
』

六
巻
（
清
・
頼
以
邠
著
、
査
繼
超
増
輯
、
査
王
望
鑑
定
、
毛
先
舒
・
仲
恒
参
訂
、
査
曾
栄
・
王
又
華
輯
（
の
「
凡
例
」
に
見
え
る
。

「
詞
学
全
書
較
備
れ
る
に
似
た
り
」
は
、『
詞
学
全
書
』
中
の
頼
以
邠
『
塡
詞
図
譜
』
を
指
し
た
言
葉
と
思
わ
れ
る
。

詞
牌
の
配
列
を
見
る
と
竹
田
の
『
塡
詞
図
譜
』
は
、「
上
西
楼
」
で
始
ま
る
張
綖
『
詩
余
図
譜
』
よ
り
も
、「
十
六
字
令
」
で
始
ま
る

『
詞
学
全
書
』
中
の
『
塡
詞
図
譜
』
の
ほ
う
に
近
い
。
た
だ
し
、
各
詞
牌
に
作
例
を
一
首
ず
つ
し
か
挙
げ
な
い
体
裁
は
、
毛
晋
『
詞
苑
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英
華
』
所
収
の
『
詩
余
図
譜
』
と
同
じ
。

「
其
他
留
青
全
書
等
の
雑
書
」
が
何
を
指
す
の
か
は
、
未
詳
。
内
閣
文
庫
に
林
家
蔵
本
の
明
・
田
藝
蘅
撰
『
留
青
日
札
』
三
十
九
巻

が
あ
る
が
、
詞
譜
に
関
す
る
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
田
藝
蘅
（
一
五
二
四
～
？
（
は
南
曲
を
善
く
し
た
人
で
、
彼
の
著
作
が

関
連
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

【
論
（　

別
体
に
つ
い
て
】

調
は
一
つ
に
て
、
体
は
許
多
に
分
れ
た
る
あ
り
、
臨
江
仙
な
ど
は
十
四
体
あ
る
な
り
、
諸
図
譜
、
其
中
に
て
一
二
を
取
り
て
、
第

一
体
第
二
体
と
て
分
ち
た
る
あ
り
、
甚
だ
所
為
の
な
き
こ
と
な
り
。（
〇
其
説
長
け
れ
ば
此
に
略
す
。（
今
茲
の
書
に
載
る
所
は
、

古
今
に
考
へ
て
、
唐
宋
よ
り
清
朝
に
通
じ
て
、
諸
名
家
の
用
ひ
来
た
る
体
を
収
む
。

『
詞
律
』
は
も
と
よ
り
、『
詞
学
全
書
』
中
の
『
塡
詞
図
譜
』
も
別
体
を
挙
げ
て
い
る
が
、
竹
田
は
挙
げ
な
い
こ
と
に
し
た
。
簡
略
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
は
、『
詞
学
筌
蹄
』
に
似
て
い
る
。
竹
田
は
作
例
も
、
一
つ
の
詞
牌
に
つ
い
て
一
つ
の
作
例
し
か
挙
げ

な
い
。

【
論
（　

平
仄
の
表
し
方
に
つ
い
て
】

此
の
図
、
平
字
を
用
ゆ
べ
き
は
白
圏
〇
、
仄
は
黒
圏
●
、
平
仄
両
な
が
ら
可
も
の
は
、
半
白
半
黒
を
用
る
也
。（
譜
に
引
く
所
の

字
平
な
れ
ば
、
図
に
◒
こ
れ
を
用
ひ
、
仄
な
れ
ば
図
に
◓
こ
れ
を
用
ゆ
る
な
り
。（
又
一
句
の
内
に
読
あ
り
、（
豆
の
字
を
借
り
用

ゆ
。（
鶯
花
謝
清
和
院
落
、
此
の
句
七
言
に
て
、
謝
の
字
読
に
て
読
切
な
り
、
上
へ
三
字
、
下
も
四
字
に
て
、
詩
の
上
へ
四
字
、



99

田能村竹田の詞論

下
も
三
字
と
は
異
な
る
也
、
五
言
に
も
漸
霜
風
凄
緊
こ
れ
上
の
漸
の
一
字
に
て
下
も
四
字
を
領
ぶ
る
也
、
詩
の
上
へ
二
字
、
下
も

三
字
と
異
な
る
也
、
是
れ
詩
と
混
じ
易
き
所
に
し
て
、
作
者
最
誤
る
べ
か
ら
ず
、
故
に
譜
に
、
韻
字
の
句
は
白
圏
、
韻
を
押
ざ
る

句
は
黒
圏
（
◎
今
白
圏
黒
圏
を
略
す
、（
豆
は
批
ヽ
を
用
ひ
て
分
ち
や
す
か
ら
し
む
。

○
●
だ
け
で
な
く
◒
◓
を
用
い
る
点
は
、『
詞
学
全
書
』
中
の
『
塡
詞
図
譜
』
と
同
じ
。

【
論
（　

歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
】

此
の
書
、
他
の
図
譜
よ
り
は
平
仄
甚
厳
な
り
、
詞
は
直
に
雪げ
い
こ児

の
嬌く
　
ち舌

に
附
る
物
ゆ
へ
、
平
仄
古
人
の
通
り
な
ら
ざ
れ
ば
、
節
族

起お
も
し
ろ調

か
ら
ず
成
ゆ
へ
也
。
或
は
襯
字
と
て
、
句
の
勢
ひ
に
よ
り
て
は
、
虚
字
を
定
格
よ
り
外
に
加
る
と
云
ふ
説
あ
れ
共
、
非
な
り
、

北
曲
と
云
ふ
物
に
は
為
こ
と
な
れ
共
、
詞
は
定
局
の
外
に
増
減
す
る
こ
と
な
し
、
諸
書
に
載
た
る
古
人
の
詞
に
、
一
二
字
或
は
五

六
字
の
豊
歉
あ
り
、
是
は
校
訂
精
か
ら
ず
し
て
悞
れ
る
な
り
、
然
ら
ざ
れ
ば
又
一
体
に
て
、
別
に
理
の
あ
る
こ
と
な
り
。
大
抵
世

に
行
る
ゝ
草
堂
集
・
図
譜
類
は
、
大
家
の
名
を
か
る
の
み
に
て
、
悞
あ
げ
て
数
へ
が
た
し
。（
因
に
云
ふ
、
作
者
ま
さ
に
沈
天
羽

の
草
堂
詩
余
の
類
、
古
人
の
詞
を
彙
集
た
る
書
を
一
部
貯
へ
、
此
図
譜
に
合
せ
照
し
て
塡
る
も
よ
し
、
則
思
ひ
半
に
過
む
。（

「
塡
詞
国
字
総
論
」
に
は
書
名
が
見
え
な
い
が
（
万
樹
「
詞
律
序
」
に
は
見
え
る
（、
明
・
程
明
善
『
嘯
余
譜
』
が
あ
り
、「
詩
余

譜
」
と
と
も
に
「
北
曲
譜
」「
南
曲
譜
」
を
収
め
る
。「
嘯
旨
」（
呼
吸
法
（
か
ら
始
ま
り
、
天
の
数
と
の
対
応
を
説
い
た
「
声
音
律
」、

音
律
に
関
す
る
「
律
呂
」、
漢
代
の
楽
府
題
の
意
味
を
解
説
し
た
「
楽
府
原
題
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
『
中
原
音
韻
』『
中
州
音
韻
』『
切

韻
（
司
馬
温
公
切
韻
（』
も
載
せ
る
。
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竹
田
が
『
嘯
余
譜
』
を
見
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
詞
と
歌
と
の
関
連
を
説
い
た
段
で
「
北
曲
」
に
も
言
及
し
て
い
る
こ
と

は
、
興
味
深
い
。

【
論
（　

過
片
に
つ
い
て
】

前
段
よ
り
後
段
に
移
る
所
を
、
過
変
の
所
と
云
ふ
、
上
段
の
意
を
受
け
続
ぐ
や
う
に
作
る
が
肝
要
な
り
、
又
前
段
に
作
し
字
、
後

段
に
あ
り
て
も
妨
げ
な
し
。

双
調
の
詞
の
後
段
最
初
の
二
字
を
「
過
片
」
と
い
う
。
こ
れ
を
「
過
変
」
と
表
記
す
る
の
は
、
南
宋
・
沈
義
父
『
楽
府
指
迷
』
な
ど

に
見
え
る
。

【
論
（　

詞
韻
に
つ
い
て
】

韻
は
詩
よ
り
稍
寛
し
、
通
韻
を
用
ゆ
、
一
東
二
冬
通
じ
用
ひ
、
四
支
五
微
通
じ
用
ゆ
る
類
也
、
又
上
去
二
声
は
通
じ
用
ひ
て
別
な

し
、
上
声
の
六
語
・
七
虞
、
去
声
の
六
御
・
七
遇
、
此
四
韻
を
一
韻
と
な
し
て
通
じ
用
ゆ
る
類
也
。
余
又
別
に
塡
詞
韻
譜
を
撰
み
、

熟
語
を
附
し
て
便
に
備
ふ
。

詞
韻
書
も
出
版
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

【
論
（　

押
韻
に
つ
い
て
】
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此
の
図
の
註
に
、
始
て
韻
を
押
む
句
を
起
（
平
韻
起
、
仄
韻
起
、（
と
云
ふ
、
夫
よ
り
以
下
を
叶
（
平
叶
、
仄
叶
、（
と
云
ふ
、
韻

を
更
ゆ
る
所
を
換
（
平
韻
換
、
仄
韻
換
、（
と
云
ふ
、
又
更
る
を
三
換
（
平
韻
三
換
、
仄
韻
三
換
、（
と
云
ひ
又
更
る
を
四
換
（
平

韻
四
換
、
仄
韻
四
換
、（
と
云
ふ
、
五
六
も
同
じ
。
又
韻
を
更
て
後
に
、
再
び
首
の
韻
を
用
ひ
叶
る
こ
と
あ
り
、
叶
首
平
或
は
叶

首
仄
と
註
す
。（
叶
二
平
叶
三
仄
と
云
ふ
あ
り
、
是
れ
は
更
へ
し
韻
に
叶
ふ
也
、
図
に
て
明
に
分
る
。（
又
喩
ば
西
江
月
の
如
き
、

一
東
に
て
作
り
か
ゝ
り
、
結
句
を
上
声
の
一
董
或
は
去
声
の
一
送
に
更
て
叶
へ
、
又
は
六
魚
に
て
作
り
か
ゝ
り
、
上
声
の
六
語
或

は
去
声
の
六
御
に
更
て
叶
る
類
な
り
、
是
は
換
仄
叶
と
註
す
、
但
し
至
て
少
き
こ
と
な
り
、
以
上
の
韻
の
押
ふ
按
排
は
、
図
に
合

せ
て
考
れ
ば
直
に
詳
な
り
。

【
論
（0　

詞
調
に
つ
い
て
】

凡
塡
詞
、
五
十
八
字
よ
り
内
を
、
小
令
と
す
、
五
十
九
字
よ
り
九
十
字
ま
で
を
、
中
調
と
す
、
九
十
一
時
よ
り
外
を
、
長
調
と
す
。

是
れ
も
異
説
あ
り
て
、
定
り
た
る
こ
と
に
は
非
ず
、
今
暫
く
仮
り
用
ひ
、
且
つ
終
篇
の
字
数
に
依
て
次
第
を
分
つ
。（
因
に
云
ふ
、

小
説
演
義
の
中
に
、
只
詞
に
曰
く
と
耳
記
し
て
、
調
の
名
を
云
は
ざ
る
は
、
其
詞
の
字
数
を
幾
許
と
か
ぞ
へ
て
、
此
譜
に
引
合
す

べ
し
、
分
る
こ
と
明
な
り
。（

「
小
説
演
義
の
中
に
、
只
詞
に
曰
く
と
耳
記
し
て
、
調
の
名
を
云
は
ざ
る
…
…
」
と
い
う
箇
所
は
、
注
目
に
値
す
る
。
竹
田
（
や
当

時
の
人
（
は
詞
集
や
詞
選
で
の
み
詞
を
読
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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【
論
（（　

詞
譜
に
つ
い
て
】

凡
そ
唐
よ
り
以
前
は
、
楽
府
の
詞
よ
り
外
に
譜
あ
り
て
、
管
絃
に
被
ら
し
む
る
な
り
本
邦
天
王
寺
に
伝
る
所
の
楽
及
び
猿
楽
の
笛

太
鼓
に
、
譜
あ
る
が
如
し
。
詩
余
に
至
て
、
始
て
其
詞
を
唱
へ
て
直
に
管
絃
に
か
け
、
別
に
譜
を
用
ざ
る
な
り
、
是
れ
古
の
楽
と

異
な
る
所
以
に
し
て
、
今
の
雑
謡
に
似
た
る
所
な
り
、
西
土
の
演
義
小
説
に
載
る
所
多
く
是
に
し
て
、
明
琴
・
明
笛
の
曲
も
間
是

を
用
ゆ
。（
因
に
云
ふ
、
作
者
或
は
華
音
を
学
ぶ
も
可
也
、
然
れ
ば
作
り
た
る
所
の
詞
、
直
に
明
琴
・
明
笛
中
に
用
ひ
ら
る
る
也
。（

こ
こ
に
も
ま
た
「
演
義
小
説
に
載
る
所
多
く
是
に
し
て
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
明
琴
・
明
笛
の
曲
も
間
是
を
用
ゆ
」
と
あ
る
。
華
音

（
中
国
語
（
を
習
え
ば
、
作
っ
た
詞
が
そ
の
ま
ま
明
琴
・
明
笛
に
あ
わ
せ
て
曲
と
し
て
歌
わ
れ
る
、
と
竹
田
は
い
う
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
次
章
で
検
討
す
る
。

【
論
（（　

詞
の
評
価
に
つ
い
て
】

詞
第
一
の
宗
は
、
清
軽
く
し
て
悽
惋
艶
麗
を
貴
む
、
第
一
の
務
は
平
仄
・
韻
字
・
句
読
を
厳
く
す
る
に
あ
り
、
第
一
の
淫
詞
褻
語

を
作
る
こ
と
を
禁
ず
、
秀
道
人
の
山
谷
を
呵
し
、
晏
幾
道
其
の
家
翁
兀
献
公
の
、
婦
人
の
語
を
作
ら
ず
と
云
へ
る
が
如
き
、
見
る

べ
し
、
こ
の
三
条
を
末
に
殿
て
、
四
方
同
好
の
士
に
約
す
。

【
刊
記
】文

化
乙
丑
季
秋
高
雄
山
納
涼
房
に
録
し
、
宛
委
堂
主
人
の
需
に
応
ず
。

竹
田
主
人
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三
、
竹
田
と
長
崎
の
音

竹
田
に
と
っ
て
詞
は
「
直
に
雪げ
い
こ児

の
嬌く

舌ち

に
附
る
物
」
で
あ
り
、「
作
者
或
は
華
音
を
学
ぶ
も
可
也
、
然
れ
ば
作
り
た
る
所
の
詞
、

直
に
明
琴
・
明
笛
中
に
用
ひ
ら
る
る
也
」
と
提
案
も
し
て
い
た
。
の
ち
に
実
際
、
竹
田
は
華
音
（
中
国
語
（
を
習
お
う
と
し
、
中
国
人

に
詞
を
添
削
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

神
田
博
士
が
竹
田
関
係
の
資
料
と
し
て
山
口
剛
「
荷
塘
印
影
」
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が（

11
（

、
そ
こ
に
興
味
深
い
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

1（
（

。

ま
ず
、
竹
田
が
大
窪
天
民
（
大
窪
詩
仏
の
こ
と
（
に
宛
て
た
手
紙
（
享
和
元
年
？（

11
（

（
に
、

夫
呉
越
秦
淮
等
、
各
所
竹
枝
、
彼
唱
此
和
、
錦
腸
繡
口
、
領
会
歌
旨
、
含
嚼
宮
商
於
鶯
舌
上
、
嚦
嚦
串
珠
、
而
後
為
可
喜
、
在
吾

邦
、
里
巷
風
塵
内
、
婦
女
目
不
知
一
丁
、
為
之
作
詩
若
文
、
則
世
俗
所
謂
猫
児
見
金
、
不
啻
無
益
、
或
嘲
為
唐
山
人
夢
中
語
、
却

資
之
咲
具
、
折
辱
文
字
、
糜
甚
於
此
、
不
可
深
痛
哉
。

呉
越
（
江
南
（
や
秦
淮
（
南
京
（
な
ど
で
は
、
各
地
の
竹
枝
（
曲
（
が
あ
り
、
互
い
に
唱
和
し
て
、
う
る
わ
し
き
女
性
た
ち
が
、

歌
の
意
を
解
し
て
う
ぐ
い
す
の
よ
う
に
歌
い
、
玉
を
転
が
す
声
で
人
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
が
、
我
が
国
と
き
ま
し
た
ら
、

ほ
こ
り
っ
ぽ
い
田
舎
で
婦
女
は
目
に
一
丁
も
な
く
、
詩
文
を
作
っ
て
見
せ
ま
し
て
も
、
世
間
に
い
わ
ゆ
る
猫
に
小
判
、
ま
っ
た

く
無
益
な
ば
か
り
か
、
唐
山
人
の
寝
言
の
よ
う
な
ど
と
笑
わ
れ
る
始
末
。
文
字
を
侮
辱
す
る
こ
と
、
こ
れ
よ
り
甚
だ
し
き
こ
と

は
な
く
、
ま
こ
と
心
を
傷
め
る
ば
か
り
で
す
。
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と
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
日
本
に
唐
土
の
よ
う
な
文
人
と
歌
妓
と
の
交
流
の
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
竹
田
で
あ
っ
た
が
、
京
都
祇
園
の

飛
珊
と
い
う
妓
女
と
馴
染
み
に
な
っ
た
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
（
一
月
十
一
日
・
十
三
日
付
の
飛
珊
宛
の
手
紙（

11
（

に
、

今
ま
で
か
け
て
あ
る
さ
み
せ
ん
の
い
と
を
、
ち
よ
と
は
づ
し
て
御
も
ら
ひ
申
上
候
、
あ
た
ら
し
き
は
ど
こ
に
も
あ
り
、
手
な
れ
た

が
ほ
し
く
、
十
六
日
立
に
き
わ
め
申
候
、
お
き
ご
た
つ
は
本
調
子
に
て
も
は
や
手
が
つ
き
候
哉
…
…
。

と
あ
る
。
こ
の
「
お
き
ご
た
つ
」
は
竹
田
が
作
っ
た
も
の
で
、
三
味
線
の
本
調
子
で
曲
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

文
政
七
年
は
、
長
崎
遊
学
へ
行
く
前
の
こ
と
。

竹
田
は
ま
た
、
長
崎
に
は
詞
を
教
え
れ
ば
杭
州
の
妓
女
に
も
負
け
ぬ
ほ
ど
歌
を
善
く
す
る
者
が
い
た
と
村
井
琴
山
か
ら
聞
い
て
、

『
竹
田
荘
詩
話
』
に
「
喜
ん
で
録
し
た
」、
と
山
口
剛
氏
は
紹
介
し
て
い
る（

11
（

。

明
和
中
、
肥
前
国
長
崎
鎮
有
妓
桜
路
者
、
声
色
倶
妍
、
清
人
龔
允
譲
相
得
甚
治
、
教
詞
令
、
一
授
了
々
、
艶
楚
動
聴
、
允
譲
驚
詑

曰
、
吾
杭
州
妓
称
善
歌
者
不
及
也
。

明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
（、
肥
前
国
長
崎
鎮
に
桜
路
な
る
妓
女
が
い
て
、
声
色
と
も
に
う
る
わ
し
く
、
清
人
の
龔

允
譲
が
は
な
は
だ
懇
意
に
し
て
、
詞
令
を
教
え
た
と
こ
ろ
、
い
ち
ど
教
え
れ
ば
よ
く
理
解
し
、
人
の
心
を
動
か
し
た
。
允
譲
は

驚
い
て
、「
わ
が
杭
州
の
歌
自
慢
の
妓
女
も
及
ぶ
ま
い
」
と
言
っ
た
。

『
竹
田
荘
詩
話
』
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
（、
竹
田
三
十
五
歳
の
著
。
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村
井
琴
山
が
語
っ
て
い
る
の
は
、「
明
楽
」
で
あ
る
。
明
末
に
兵
乱
を
避
け
て
長
崎
へ
移
り
住
ん
だ
福
建
の
魏
之
琰
（
一
六
一
七
～

一
六
八
九
、
字
は
双
侯
、
後
に
帰
化
し
て
「
鉅
鹿
（
お
お
が
（」
姓
を
名
乗
る
（
が
伝
え
、
曾
孫
の
魏
皓
（
一
七
二
八
～
一
七
七
四
、

字
は
子
明
、
号
は
君
山
、
日
本
名
は
鉅
鹿
民
部
（
が
よ
く
習
得
し
て
、
京
都
に
出
て
日
本
の
人
々
に
伝
え
た
歌
曲
が
あ
っ
た
。
最
盛
期

は
百
人
ほ
ど
の
門
弟
を
抱
え
る
に
至
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
最
初
の
弟
子
で
あ
る
平
信
好
（
岡
崎
廬
門
、
一
七
三
四
～
一
七
八
七
（
に

勧
め
ら
れ
て
曲
譜
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
伝
え
ら
れ
て
い
た
二
百
余
曲
の
う
ち
五
十
曲
を
ま
ず
刻
し
た
の
が
、
明
和
五
年
（
一
七

六
八
（
の
刊
本
『
魏
氏
楽
譜
』
一
巻
で
あ
る
。
こ
の
刊
本
『
魏
氏
楽
譜
』
は
中
国
に
も
伝
え
ら
れ
て
、『
続
修
四
庫
全
書
』
に
影
印
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
魏
氏
の
伝
え
た
歌
曲
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
日
本
各
地
で
流
行
し
、
の
ち
に
「
明
楽
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
楽
は
宋
代
ま
で
の
「
詩
楽
」（『
詩
経
』
中
の
歌
（、
楽
府
、
詩
詞
、
さ
ら
に
宮
廷
祭
祀
楽
や
舞
楽
、
仏
楽
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
時

代
と
ジ
ャ
ン
ル
を
由
来
と
す
る
歌
曲
で
あ
る
。『
魏
氏
楽
譜
』
に
は
、
詩
詞
の
傍
に
仮
名
で
唐
話
の
発
音
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宋
代
ま

で
の
詩
詞
を
、
江
戸
時
代
当
時
の
中
国
南
方
方
言
音
で
歌
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
魏
氏
楽
譜
』
に
は
刊
行
さ
れ
た
一
巻
の
ほ
か
に
全

六
巻
の
抄
本
が
あ
り
、
全
部
で
二
百
余
曲
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
楽
器
は
長
簫
・
龍
笛
・
篳
篥
・
檀
板
・
笙
・
月
琴
・
瑟
・
琵
琶
・
太

鼓
・
雲
鑼
・
小
鼓
な
ど
を
用
い
、
楽
譜
に
よ
り
演
奏
を
再
現
す
る
こ
と
も
で
き
る（

11
（

。

『
魏
氏
楽
譜
』
中
の
詞
を
楽
譜
に
よ
っ
て
演
奏
し
て
も
、
唐
宋
時
代
の
詞
曲
と
は
ま
っ
た
く
違
う
メ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

が
、
竹
田
に
と
っ
て
「
塡
詞
」
は
詞
譜
に
従
っ
て
文
字
を
埋
め
て
い
く
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
直
に
雪げ
い
こ児

の
嬌く

舌ち

に
附
る

物
」
で
あ
り
、「
作
者
或
は
華
音
を
学
ぶ
も
可
也
、
然
れ
ば
作
り
た
る
所
の
詞
、
直
に
明
琴
・
明
笛
中
に
用
ひ
ら
る
る
也
」
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
竹
田
が
実
際
に
長
崎
遊
学
の
夢
を
か
な
え
た
頃
、
そ
こ
で
流
行
っ
て
い
た
の
は
「
清
楽
」
で
あ
り
、
竹
田
は
「
清

楽
」
を
広
め
た
人
物
か
ら
詞
の
添
削
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
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山
口
剛
氏
も
、
竹
田
が
長
崎
で
華
音
（
中
国
語
（
を
習
お
う
と
し
た
こ
と
、
清
客
の
江
芸
閣
・
朱
柳
橋
に
詞
の
批
評
を
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
、
長
崎
へ
行
く
ま
で
も
な
く
江
戸
で
華
音
を
学
ぶ
手
立
て
も
あ
っ
た
こ
と
、
と
く
に
遠
山
荷
塘
（
僧
一
圭
（
が
重
要
人
物
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
や
は
り
長
崎
に
一
年
ほ
ど
滞
在
し
て
実
際
に
街
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
や
文
化
に
触
れ
た
こ
と
が
竹
田
に
と

っ
て
決
定
的
に
重
要
な
体
験
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
資
料
を
補
い
な
が
ら
整
理
し
た
い
。

詞
の
添
削
の
例
と
し
て
、
神
田
博
士
も
佳
作
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
長
相
思
（
夢
易
醒
（」
を
見
て
み
よ
う
。
文
政
十
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
秋
声
館
集
』
に
入
っ
て
い
る
詞
で
、『
秋
声
館
集
』
自
体
は
長
崎
へ
行
く
前
に
編
纂
し
て
あ
り
、
文
政
六
年
に
菅
茶
山
に
見
せ

て
誉
め
ら
れ
、
巻
末
に
そ
の
時
の
菅
茶
山
の
言
葉
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

文
政
十
年
に
添
削
の
言
葉
も
あ
わ
せ
て
『
秋
声
館
集
』
を
刊
行
し
た
後
、
文
政
十
二
年
作
の
「
李
花
春
禽
図
」
に
題
画
詞
と
し
て

「
長
相
思
（
夢
易
醒
（」
が
書
き
添
え
ら
れ
た
。
詞
集
中
の
詞
と
題
画
詞
と
で
、
文
字
の
異
同
が
比
較
的
大
き
な
例
で
あ
る
。
両
者
を
並

べ
て
み
る
。
詞
は
は
じ
め
楊
柳
の
梢
で
鴉
児
が
鳴
く
風
景
だ
っ
た
が
、
画
で
は
花
咲
く
李
の
梢
で
宿
鳥
が
じ
っ
と
眠
っ
て
い
る
様
子
に

な
っ
て
い
る
。

詞
集
『
秋
声
館
集
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

画
「
李
花
春
禽
図
」

夢
易
醒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
初
醒

酒
易
醒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
初
醒

楊
柳
梢
頭
月
正
明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
照
李
花
簾
影
明

鴉
児
半
夜
鳴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
鳥
悄
不
鳴
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掩
雲
屏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掩
雲
屏

護
春
灯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
春
灯

痩
影
看
時
妾
自
驚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

痩
影
看
時
妾
自
驚

郎
看
那
不
驚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
嘗
何
不
驚

『
秋
声
館
集
』
中
の
「
長
相
思
」
に
は
僧
一
圭
の
「
柳
字
影
字
失
調
、
自
字
啞
㗣
」
と
い
う
評
語
が
あ
る
。
詞
集
で
は
こ
の
一
闕
の

前
後
に
一
闕
ず
つ
「
長
相
思
」
詞
が
並
ん
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
僧
一
圭
と
朱
柳
橋
の
評
語
が
あ
る
。

長
相
思　
　

春
思

月
照
門
、
花
映
門
、
茶
冷
香
寒
人
不
温
、
也
慵
束
乱
雲
。
思
半
分
、
羞
半
分
、
背
倚
郎
肩
把
翠
裙
、
低
頭
熨
酒
痕
。

圭
曰
、
照
樸
失
粘
、
冷
字
失
調
。
又
曰
、
何
等
情
致
、
如
不
可
言
。

又　
　

春
晴

鴝
之
啼
、
鵒
之
啼
、
春
雨
門
前
初
歇
時
、
桃
花
半
已
泥
。
魚
具
詩
、
樵
具
詩
、
唫
自
村
西
帯
酔
帰
、
緑
多
路
欲
迷
。

朱
曰
、
二
之
字
生
湿
。
圭
曰
、
雨
字
失
調
。
又
曰
、
自
字
塡
得
妙
。

僧
一
圭
（
遠
山
荷
塘
（
は
長
崎
で
唐
通
事
を
し
て
い
た
人
で
、
発
音
に
関
す
る
評
を
細
か
く
付
け
て
い
る
。『
秋
声
館
集
』
巻
末
の

僧
一
圭
の
識
語
に
は
、
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薫
読
尊
稿
、
本
邦
五
百
年
来
欠
典
、
在
先
生
興
焉
、
弟
固
不
能
容
一
啄
於
巧
拙
也
、
唯
把
板
調
腔
、
只
覚
音
韻
自
然
都
協
、
採
一

二
不
至
尤
妙
者
、
加
潜
評
、
未
知
当
否
、
先
生
請
示
中
華
朱
柳
橋
老
人
、
一
定
拍
案
驚
奇
、
弟
潜
評
亦
必
有
生
死
也
。

尊
稿
を
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
本
邦
で
五
百
年
来
欠
け
て
い
た
典
雅
が
、
先
生
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
小
弟
も
と
よ
り
巧
拙
を
論

ず
る
な
ど
出
来
る
は
ず
も
な
く
、
た
だ
歌
っ
た
と
き
に
音
韻
が
自
然
か
ど
う
か
の
み
、
妙
地
に
至
ら
ぬ
も
の
を
ひ
と
つ
ふ
た
つ

取
り
上
げ
ま
し
た
。
妥
当
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
先
生
が
中
華
の
朱
柳
橋
老
人
に
お
示
し
に
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
や
驚

喜
な
さ
れ
、
小
弟
の
僭
越
な
批
評
も
生
死
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
あ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
も
見
て
も
ら
う
よ
う
勧
め
、
朱
柳
橋
の
尺
牘
に
は
、

前
日
承
画
山
水
一
幀
、
筆
致
蒼
秀
、
渲
染
有
致
、
洵
為
妙
品
、
拝
受
之
下
謝
難
言
馨
、
第
客
中
乏
物
奉
投
、
不
免
抱
慙
耳
。
所
来

佳
詞
一
冊
、
斗
擅
易
数
字
、
諒
不
以
為
罪
也
。
…
…

先
日
い
た
だ
い
た
山
水
画
一
幀
、
筆
致
は
秀
逸
、
墨
あ
と
は
優
雅
、
た
い
そ
う
な
妙
品
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
。
旅
先
に
て
返
礼
の
品
も
乏
し
く
、
汗
顔
の
き
わ
み
で
す
。
お
持
ち
い
た
だ
い
た
佳
詞
一
冊
、
い
く
つ
か
文
字
を
ほ
し
い

ま
ま
に
改
め
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
ご
寛
恕
く
だ
さ
い
。
…
…

と
添
削
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
長
相
思
（
夢
易
醒
（」
の
「
柳
」
の
字
を
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、「
李
花
春
禽
図
」
に
題
し
た
「
長
相
思
（
夢
初
醒
（」
で
は
聴
覚
的

な
刺
激
が
消
え
た
。「
李
花
春
禽
図
」
の
画
が
先
に
出
来
て
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
詞
の
字
句
も
改
め
た
の
か
、
詞
を
推
敲
し
た
あ
と
で
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意
境
を
表
す
画
を
描
い
た
の
か
、
そ
こ
は
分
か
ら
な
い
。「
長
相
思
（
月
照
門
（」
と
「
長
相
思
（
鴝
之
啼
（」
の
間
に
「
長
相
思
（
夢

初
醒
（」
を
置
い
て
み
る
と
、「
鴉
児
半
夜
鳴
」
を
「
宿
鳥
悄
不
鳴
」
に
換
え
た
ほ
う
が
眠
れ
ぬ
夜
の
長
さ
を
よ
く
表
し
、「
長
相
思

（
鴝
之
啼
（」
で
描
か
れ
て
い
る
雨
上
が
り
の
鴝
鵒
（
ム
ク
ド
リ
。
和
名
は
八
哥
鳥
（
が
啼
き
始
め
る
情
景
と
の
対
比
が
明
確
に
な
る
が
、

連
作
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

竹
田
の
『
塡
詞
図
譜
』
で
は
、「
長
相
思
」
は
白
居
易
の
「
汴
水
流
、
泗
水
流
、
流
到
瓜
州
古
渡
頭
、
呉
山
点
点
愁
。
思
悠
悠
、
恨

悠
悠
、
恨
到
帰
時
方
始
休
、
月
明
人
倚
楼
」
を
作
例
と
し
、『
秋
声
館
集
』
所
収
の
「
長
相
思
（
夢
易
醒
（」
の
平
仄
は
自
身
が
『
塡
詞

図
譜
』
で
示
し
た
格
律
に
協
っ
て
い
る
。

竹
田
の
「
長
相
思
」
三
闕
に
つ
い
て
僧
一
圭
が
「
失
調
」
と
し
て
い
る
箇
所
は
、
す
べ
て
同
じ
く
三
句
目
の
第
二
字
、「
柳
」「
影
」

「
冷
」「
雨
」
い
ず
れ
も
仄
声
で
、
詞
譜
と
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
僧
一
圭
は
唐
話
の
通
事
だ
が
、
発
音
の
点
だ
け
で
「
失
調
」

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

当
時
の
い
わ
ゆ
る
唐
音
は
、
中
国
南
方
の
方
言
音
だ
っ
た
。
清
国
と
正
式
な
国
交
は
な
く
、
貿
易
は
長
崎
に
お
い
て
清
国
商
人
に
信

牌
（
貿
易
許
可
証
（
を
与
え
て
私
貿
易
の
形
で
許
可
し
て
い
た
の
で
、
長
崎
で
用
い
ら
れ
る
中
国
語
も
清
国
商
人
が
用
い
る
南
方
方
言

だ
っ
た
。
南
京
語
、
福
州
語
、
漳
州
語
、
泉
州
語
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
通
事
が
い
た
と
い
う（

11
（

。

僧
一
圭
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
（
に
長
崎
に
遊
学
し
、
唐
話
と
月
琴
を
学
ん
だ
人
で
あ
る
。
朝
川
善
庵
『
楽
我
室
遺
稿
』
に
、

去
往
長
崎
、
卓
錫
於
崇
福
寺
。
時
年
二
十
六
。
師
素
通
悉
曇
之
学
、
兼
精
声
律
。
於
是
学
唐
話
於
訳
司
周
某
。
未
数
年
、
土
音
方

言
莫
不
通
暁
。
又
聞
姑
蘇
李
鄴
嗣
精
於
音
楽
、
閩
中
徐
天
秀
妙
於
梵
唄
、
亦
従
学
之
、
皆
究
其
精
妙
。
時
又
有
金
琴
江
者
善
月
琴
、

師
尽
伝
其
指
法
。
与
江
芸
閣
・
朱
柳
橋
・
李
少
白
・
周
安
泉
諸
子
交
最
親
。
源
源
接
談
、
又
数
以
篇
章
往
来
。
其
伝
奇
詞
曲
之
学
、
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尽
得
諸
其
間
云
。
他
若
鼓
笛
箏
琶
諸
技
、
皆
従
心
悟
、
不
必
仮
指
授
。
在
崎
五
年
余
。

長
崎
へ
行
き
、
崇
福
寺
に
居
留
し
た
。
時
に
二
十
六
歳
。
悉
曇
の
学
を
習
い
、
声
律
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
、
唐
話
を
訳
司
周

某
に
学
び
、
数
年
た
た
ず
し
て
土
音
方
言
で
通
暁
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
ま
た
姑
蘇
の
李
鄴
嗣
が
音
楽
に
詳
し
く
、
閩
中

の
徐
天
秀
が
梵
唄
を
善
く
す
る
と
聞
き
、
つ
い
て
習
い
、
い
ず
れ
も
精
妙
を
究
め
た
。
当
時
、
金
琴
江
と
い
う
者
が
月
琴
を
善

く
し
た
の
で
、
師
事
し
て
そ
の
指
法
を
こ
と
ご
と
く
習
っ
た
。
江
芸
閣
・
朱
柳
橋
・
李
少
白
・
周
安
泉
ら
と
は
も
っ
と
も
親
し

く
交
流
し
、
長
く
つ
き
あ
い
、
文
章
の
往
来
も
頻
繁
だ
っ
た
。
伝
奇
・
詞
曲
の
学
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
こ
で
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
鼓
笛
・
箏
琶
な
ど
の
諸
技
は
、
い
ず
れ
も
自
然
と
身
に
つ
け
、
伝
授
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
長
崎
に
は
五
年
余
り

い
た
。

と
あ
る（

11
（

。
金
琴
江
は
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
（
年
か
ら
文
政
十
年
（
一
八
二
七
（
に
か
け
て
、
唐
船
主
と
し
て
少
な
く
と
も
九
回
は

長
崎
に
来
航
し
、
清
国
の
俗
楽
を
僧
一
圭
と
曽
谷
長
春
に
伝
え
た
。
そ
の
後
、
こ
の
二
人
が
江
戸
に
行
き
、
そ
の
音
楽
を
「
清
楽
」
と

呼
ん
で
広
め
た
。

僧
一
圭
が
「
失
調
」
と
言
う
時
、
平
仄
が
詞
譜
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
で
は
な
く
、
歌
っ
た
時
に
う
ま
く
音
律
に
合
う
か
否
か
を

問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
基
準
は
お
そ
ら
く
韻
書
で
は
な
く
、
江
戸
当
時
彼
ら
が
知
っ
て
い
た
中
国
語
音

に
拠
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
日
本
は
「
鎖
国
」
政
策
を
行
い
、
対
外
関
係
は
朝
鮮
王
朝
（
朝
鮮
国
（
及
び
琉
球
王
国
と
の
「
通
信
」（
正
規
の
外
交
（、

中
国
（
明
朝
と
清
朝
（
及
び
オ
ラ
ン
ダ
（
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
と
の
間
の
通
商
関
係
に
限
定
さ
れ
、
貿
易
は
長
崎
に
直
轄
地
を

作
っ
て
、
幕
府
の
管
理
下
で
行
わ
れ
た
。
長
崎
に
は
、
丸
山
遊
郭
と
い
う
幕
府
公
許
の
遊
郭
が
あ
っ
た
。
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古
賀
十
二
郎
氏
の
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人（

11
（

』
に
よ
れ
ば
、
丸
山
遊
女
は
、
三
味
線
は
も
と
よ
り
琴
・
胡
弓
（
日
本
胡
弓
の
こ
と
。

三
味
線
を
小
ぶ
り
に
し
た
形
状
で
、
弓
で
弾
く
（
に
も
習
熟
し
て
い
た
が
、
外
出
の
携
帯
に
便
利
な
三
味
線
が
や
は
り
最
も
盛
ん
で
、

胡
弓
が
次
ぎ
、
琴
は
狭
く
用
い
ら
れ
た
。
丸
山
遊
女
は
唐
人
屋
敷
や
阿
蘭
陀
屋
敷
で
自
ら
娯
し
む
た
め
に
、
ま
た
唐
人
や
紅
毛
人
（
原

文
マ
マ
（
を
愉
し
ま
せ
る
た
め
に
三
味
線
を
用
い
、
そ
れ
に
興
味
を
示
し
て
習
お
う
と
す
る
者
も
い
た
。
三
味
線
を
通
じ
て
、
浄
瑠
璃

を
習
っ
た
者
も
い
た
と
い
う
。

石
崎
融
思
の
長
崎
古
今
集
覧
附
録
名
勝
図
絵
な
ど
に
は
、
唐
人
が
琴
を
ひ
き
、
遊
女
の
三
味
線
に
和
す
る
図
が
あ
る
。
ま
た
文
化

文
政
の
頃
唐
船
船
主
江
芸
閣
は
笛
を
善
し
て
ゐ
た
の
で
、
月
夜
な
ど
に
は
よ
く
笛
を
吹
き
、
遊
女
袖
咲
の
弾
く
琴
の
音
に
合
わ
せ

た
。
も
と
よ
り
遊
女
袖
咲
は
三
味
線
を
弾
く
こ
と
も
あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。

と
古
賀
氏
は
述
べ
て
い
る（

11
（

。
竹
田
の
詞
に
評
語
を
つ
け
た
江
芸
閣
の
名
前
が
こ
こ
に
も
見
え
る
が
、
長
崎
に
は
舶
来
の
中
国
文
化
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。

竹
田
は
文
政
九
年
九
月
二
十
二
日
、
田
能
村
如
仙
に
宛
て
た
手
紙（

11
（

に
、
七
日
の
長
崎
到
着
ま
で
の
経
過
を
記
し
、

此
元
の
繁
華
は
真
（
マ
コ
ト
、
自
訓
（
ニ
驚
目
候
事
。
九
日
・
十
一
日
の
諏
訪
祭
抔
ハ
、
三
都
よ
り
も
奢
り
申
候
事
、
尽
美
麗
候
。

其
他
、
飲
食
衣
服
迄
華
美
ナ
リ
。
拙
抔
ハ
、
生
質
の
唐
好
キ
ゆ
へ
、
朋
友
往
来
仕
候
処
、
何
れ
も
唐
山
様
の
屋
宇
・
器
物
、
先
ツ

一
寸
と
唐
ニ
渡
候
心
地
ナ
リ
、
聞
見
一
々
新
ナ
ル
事
斗
ニ
テ
、
只
今
迄
疑
居
候
事
分
リ
申
候
事
多
、
お
も
し
ろ
き
事
ニ
御
座
候
。
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ま
る
で
生
来
憧
れ
の
唐
土
へ
行
っ
た
か
の
よ
う
だ
、
と
興
奮
し
て
書
い
て
い
る
。
こ
の
手
紙
で
、
し
ば
ら
く
春
徳
寺
と
い
う
禅
寺
で
病

弱
な
身
を
静
養
さ
せ
つ
つ
、
唐
話
を
習
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

少
々
折
合
申
候
ハ
ゞ
、
俗
語
学
文
ニ
テ
モ
始
申
候
半
と
相
含
居
候
。
且
近
所
ニ
唐
人
通
事
の
老
先
生
御
座
候
、
此
ニ
参
り
申
候
筈

ニ
申
置
候
。

ま
た
江
芸
閣
と
朱
柳
橋
に
つ
い
て
も
、

唐
船
ハ
廿
五
六
日
迄
ニ
ハ
出
払
可
申
候
。
江
芸
閣
、
最
早
見
立
テ
、
出
帆
帰
候
。
只
、
朱
柳
橋
ハ
、
徳
大
船
の
破
損
ゆ
へ
滞
留
居

候
、
大
ニ
仕
合
御
座
候
。
唐
館
較
定
リ
申
候
ハ
ヾ
、
訪
可
申
候
。

と
、
訪
問
し
た
い
旨
を
記
し
て
い
る
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
（
に
清
国
の
商
船
「
得
泰
」
号
が
上
海
沖
を
航
行
中
、
風
波
に
流
さ
れ

て
駿
河
の
清
水
港
に
漂
着
し
た
。
こ
の
時
に
朱
柳
橋
も
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

1（
（

。

同
じ
田
能
村
如
仙
に
宛
て
た
文
政
十
年
春
の
手
紙（

11
（

に
は
、「
数
年
文
通
仕
候
江
芸
閣
、
去
冬
舟
ニ
ハ
参
リ
不
申
候
」
と
あ
る
の
で
、

江
芸
閣
と
は
長
崎
逗
留
以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
と
分
か
る（

11
（

。
こ
の
手
紙
に
は
「
去
秋
以
来
、
此
地
ニ
滞
留
居
候
、
而
通
事
熊
代
甚
左

衛
門
・
彭
城
吉
甫
等
ニ
、
三
国
志
・
水
滸
伝
・
西
廂
記
・
福
恵
全
書
抔
承
り
、
会
読
致
し
掛
居
候
・
水
野
勝
太
郎
ニ
頼
申
、
唐
館
内
朱

柳
橋
・
陸
吟
香
・
周
安
全
抔
ニ
、
唐
土
の
事
問
合
申
候
」
と
、
通
事
か
ら
『
三
国
志
』『
水
滸
伝
』『
西
廂
記
』
な
ど
を
習
っ
て
読
ん
だ

こ
と
、
唐
館
に
朱
柳
橋
ら
を
訪
ね
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
竹
田
が
長
崎
で
耳
に
し
た
音
楽
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
年
二
月
二
十
七
日
、
亀
山
夢
研
に
宛
て
た
手
紙（

11
（

に
、

此
地
、
月
琴
・
胡
琴
声
中
、
大
ニ
御
地
の
游
を
思
出
候
、
御
存
之
通
の
男
女
風
俗
、
別
様
一
種
、
毎
度
同
志
と
咄
出
候
。

と
あ
る
。

当
時
の
長
崎
の
丸
山
遊
郭
で
は
、
清
楽
が
盛
ん
だ
っ
た
。
丸
山
遊
女
は
月
琴
・
胡
弓
も
善
く
し
、
清
楽
に
堪
能
で
、
曲
に
は
「
算
命

曲
、
櫓
歌
、
九
連
環
、
金
銭
花
、
流
水
、
銀
扭
絲
、
脚
魚
売
、
…
…
」
な
ど
が
あ
り
、
長
い
曲
は
第
一
排
、
第
二
排
な
ど
と
分
け
て
い

た
。
こ
れ
を
唐
音
で
歌
い
、
あ
わ
せ
る
楽
器
に
は
月
琴
・
胡
琴
・
長
胡
琴
・
三
絃
子
・
鼓
・
半
鼓
・
拍
板
・
笛
・
哨
吶
・
喇
叭
・
小

鑼
・
金
鑼
な
ど
が
あ
っ
た
。
本
来
は
多
人
数
で
合
奏
す
る
が
、
月
琴
・
胡
弓
に
笛
や
拍
板
を
あ
わ
せ
る
か
、
月
琴
の
み
用
い
て
自
ら
弾

き
自
ら
唐
音
で
歌
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う（

11
（

。

竹
田
が
朱
柳
橋
に
寄
せ
た
詩
が
あ
る
。

春
尽
日
、
遊
稲
佐
山
作
、
寄
清
客
朱
柳
橋
（
其
五
（

丈
余
三
板
舞
軽
淪
、　
　
　
　

丈
余
の
三
板　

舞　

軽
く
淪
ち
、

唱
起
呉
皸
打
鼓
頻
。　
　
　
　

呉
皸
を
唱
い
起
こ
し
て
鼓
を
打
つ
こ
と
頻
り
な
り
。

夜
半
噯
呀
声
不
絶
、　
　
　
　

夜
半
の
噯
呀　

声　

絶
え
ず
、

可
憐
同
病
惜
春
人
。　
　
　
　

憐
れ
む
べ
し　

同
病　

春
を
惜
し
む
人
を
。



114

波
間
に
舟
を
浮
か
べ
て
、
鼓
を
打
ち
な
が
ら
江
南
の
歌
に
興
じ
る
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
長
崎
で
出
会
っ
た
の
は
「
明
琴
・
明
笛
の

曲
」
で
は
な
か
っ
た
が
、「
雪
月
花
の
忠
臣
た
ら
ん
」
と
の
願
い
は
叶
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

竹
田
の
「
海
棠
群
鳥
図
」
の
題
画
詞
「
長
相
思
」
に
云
う
、

人
不
円
、
月
空
円
、　
　
　
　

人
は
円
か
な
ら
ず
、
月　

空
し
く
円
か
な
り
、

半
夜
風
寒
誰
調
弦
、　
　
　
　

半
夜
の
風
寒
く　

誰
か
弦
を
調
え
ん
、

紅
牆
如
隔
天
。　
　
　
　
　
　

紅
牆　

天
を
隔
つ
る
が
如
し
。

「
海
棠
群
鳥
図
」
に
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
（「
初
冬
十
七
之
夜
」
と
あ
り
、
一
年
余
り
の
長
崎
遊
学
を
終
え
て
、
十
月
十
日
頃
に

故
郷
へ
帰
っ
た
直
後
の
作
。
竹
田
が
「
紅
牆
」
越
し
に
聴
い
た
「
調
弦
」
の
音
は
、
日
本
の
三
味
線
だ
っ
た
か
、
は
た
ま
た
中
国
の
月

琴
や
胡
弓
だ
っ
た
か
。

お
わ
り
に

山
口
剛
氏
は
竹
田
が
大
窪
詩
仏
（
天
民
（
に
与
え
た
手
紙
の
中
に
、『
西
廂
記
』
や
『
牡
丹
亭
』
を
愛
読
し
て
い
た
よ
う
す
が
分
か

る
こ
と
に
注
目
し
、

半
夜
酒
醒
夢
回
際
、
挑
灯
読
西
廂
記
牡
丹
亭
、
未
嘗
秋
巻
浩
歎
才
難
情
難
也
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こ
れ
は
す
で
に
「
西
廂
記
」
ま
た
「
牡
丹
亭
」
を
愛
読
し
て
い
る
証
拠
に
な
ら
う
。
ま
た
、
そ
れ
か
ら
推
し
て
清
船
将
来
の
詞
曲

を
、
花
を
め
ぐ
る
蜂
の
や
う
に
探
し
て
ゐ
た
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
竹
田
は
長
崎
で
は
、
通
事
か
ら
『
三
国
志
』『
水
滸
伝
』『
西
廂
記
』
な
ど
を
習
っ
て
読
ん
で
い
た
。

清
朝
の
詞
壇
の
大
勢
は
「
お
よ
そ
竹
田
の
考
へ
た
の
と
は
全
く
違
つ
た
正
反
対
の
方
向
に
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
」
と
神
田
博
士
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
竹
田
の
詞
論
は
古
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
詞
は
も
と
も
と
歌
う
も
の
だ
っ
た
」
と
こ
と
さ
ら
強
調
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
現
代
の
詞
学
か
ら
見
る
と
、
竹
田
の
時
代
は
詞
が
歌
わ
れ
て
当
然
だ
っ
た
。
詞
は
「
西
廂
記
」
や
「
牡
丹
亭
」
な
ど

曲
の
中
に
ひ
き
つ
が
れ
、
目
の
前
に
は
中
国
か
ら
や
っ
て
来
て
日
常
的
に
詞
を
音
曲
に
の
せ
て
楽
し
む
人
々
が
い
た
。
竹
田
よ
り
少
し

前
の
時
代
に
は
「
明
楽
」
と
し
て
、
竹
田
が
長
崎
遊
学
を
果
た
し
た
頃
に
は
「
清
楽
」
と
し
て
。

『
塡
詞
図
譜
』
の
作
例
に
、
宋
代
の
錚
々
た
る
詞
家
の
作
を
採
ら
ず
に
清
代
の
作
を
多
く
採
っ
た
の
も
、「
直
に
雪げ
い
こ児
の
嬌く

舌ち

に
附
る

物
」
で
あ
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
書
物
で
読
ん
で
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
も
中
国
語
を
習
い
、
音
楽

に
あ
わ
せ
て
楽
し
む
の
が
、
竹
田
に
と
っ
て
の
塡
詞
だ
っ
た
。
詞
集
を
編
纂
し
て
刊
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
画
に
も
題
画
詞
と
し
て
書

き
そ
え
た
。

発
音
や
メ
ロ
デ
ィ
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
大
勢
で
花
見
や
舟
遊
び
を
し
、
茶
や
酒
を
飲
み
、
画
を
眺
め
、
音
曲
に
あ

わ
せ
て
歌
い
、
聴
く
。
詞
が
作
ら
れ
、
享
受
さ
れ
た
シ
ー
ン
は
、
宋
代
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

注（
（
（
神
田
喜
一
郎
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
（
Ⅰ
Ⅱ
（

―
日
本
塡
詞
史
話
（
上
下
（

―
』、
二
玄
社
、
一
九
六
五
～
一
九
六
七
年
。
竹
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田
に
つ
い
て
は
、
同
書
上
冊
、
一
六
四
～
一
九
○
頁
。
中
文
版
に
、
程
郁
綴
・
高
野
雪
訳
『
日
本
塡
詞
史
話
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

○
○
○
年
、
が
あ
る
。

（
（
（
い
ま
国
書
刊
行
会
の
『
田
能
村
竹
田
全
集
』（
一
九
一
六
年
（
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
を
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
（
（
神
田
喜
一
郎
、
前
掲
書
、
一
八
二
頁
。

（
（
（
池
澤
一
郎
「
田
能
村
竹
田
塡
詞
研
究
階
梯

―
江
戸
塡
詞
の
魅
力

―
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
三
六
八
号
、
二
○
○
三
年
、
九
五

～
一
二
五
頁
（、
同
「
田
能
村
竹
田
の
題
画
詞
」（
林
雅
彦
編
『
生
と
死
の
図
像
学

―
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
と
死
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

―
』
所
収
、
至
文
堂
、
二
○
○
三
年
、
三
三
七
～
三
九
八
頁
（、
夏
一
璠
「
田
能
村
竹
田
の
題
画
詞
に
対
す
る
一
考
察

―
「
隠
逸
」

と
「
風
流
」
の
精
神
を
中
心
に

―
」（『
芸
文
研
究
』
一
○
八
号
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
、
二
○
一
五
年
、
三
八
～
五
三
頁
（
等
、
参

照
。

（
（
（
佐
々
木
剛
三
「
竹
田
書
簡
に
見
ら
れ
る
出
版
事
情
」、
早
稲
田
大
学
図
書
館
報
『
ふ
み
く
ら
』
（（
号
「
本
の
周
辺
（
」、
一
九
八
七
年
六

月
、
一
五
～
一
八
頁
。

（
（
（
伊
藤
銀
河
の
こ
と
。
竹
田
の
郷
里
の
親
友
。

（
（
（
神
田
喜
一
郎
、
前
掲
書
、
一
六
八
頁
。

（
（
（
神
田
喜
一
郎
、
前
掲
書
、
一
七
三
頁
。

（
（
（
丘
本
遜
志
斎
。
京
都
の
人
。
名
は
正
吉
。

（
（0
（
神
田
喜
一
郎
、
前
掲
書
、
一
一
頁
。

（
（（
（
松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論

―
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取

―
』、
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
。

（
（（
（
神
田
喜
一
郎
、
前
掲
書
、
一
四
八
頁
。

（
（（
（
横
田
庄
一
郎
編
著
、
印
藤
和
寛
訳
・
解
題
『
富
永
仲
基
の
「
楽
律
考
」

―
儒
教
と
音
楽
に
つ
い
て

―
』、
朔
北
社
、
二
○
○
六
年
、

参
照
。

（
（（
（
蔡
元
定
『
律
呂
新
書
』
に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
研
究
の
一
部
と
し
て
江
戸
初
期
に
林
家
で
研
究
さ
れ
て
い
た
。
榧
木
亨
『
日
本
近
世
期

に
お
け
る
楽
律
研
究

―
『
律
呂
新
書
』
を
中
心
と
し
て

―
』、
東
方
書
店
、
二
○
一
七
年
、
参
照
。
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田能村竹田の詞論

（
（（
（
陳
竺
慧
「
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇

―
そ
の
詠
物
詞
を
手
が
か
り
に

―
」、『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
六
二
、
七
九
四
～
七
八
二
頁
、
二
〇
一
七
年
。

（
（（
（
江
合
友
『
明
清
詞
譜
史
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。

（
（（
（
江
合
友
、
前
掲
書
、
九
～
十
四
頁
、
参
照
。

（
（（
（
荻
原
正
樹
「
国
内
所
蔵
稀
見
『
詩
余
図
譜
』
三
種
考
」、『
風
絮
』
第
九
号
、
宋
詞
研
究
会
、
二
○
一
三
年
、
な
ど
参
照
。

（
（（
（
欽
定
『
詞
譜
』（
康
熙
五
十
四
年
、
一
七
一
五
年
（
に
は
白
圏
黒
圏
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
竹
田
の
時
代
、
欽
定
『
詞
譜
』
が
日
本
に

伝
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
確
か
な
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

（
（0
（
神
田
喜
一
郎
、
前
掲
書
、
一
七
七
頁
。

（
（（
（
山
口
剛
『
紙
魚
文
学
』「
荷
塘
印
影
」、
三
省
堂
、
一
九
三
二
年
、
三
二
八
～
三
四
九
頁
。

（
（（
（
木
崎
好
尚
『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』「
竹
田
書
簡
集
」、
民
友
社
、
一
九
三
○
年
、
第
七
冊
、
二
八
五
～
二
八
八
頁
。『
大
分
県
先
哲
叢
書

　

田
能
村
竹
田
（
資
料
集　

書
簡
編
（』
は
『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』
か
ら
の
採
録
だ
が
、
享
和
三
年
六
月
頃
と
す
る
、
七
～
一
○
頁
。

書
き
下
し
文
で
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
漢
文
で
、「
竹
田
先
生
文
藁
」
所
収
。

（
（（
（
木
崎
好
尚
『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』「
竹
田
書
簡
集
」、
第
六
冊
、
八
七
～
九
○
頁
。『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田
（
資
料
集　

書

簡
編
（』、
八
六
～
八
八
頁
。

（
（（
（
山
口
剛
、
前
掲
書
、
三
三
五
頁
。

（
（（
（
明
清
楽
に
つ
い
て
は
、
中
尾
友
香
梨
『
江
戸
文
人
と
明
清
楽
』、
汲
古
書
院
、
二
○
一
○
年
、
の
専
著
が
あ
る
。
筆
者
も
中
尾
氏
の
研
究

を
ト
レ
ー
ス
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
論
「『
魏
氏
楽
譜
』
中
の
詞
に
つ
い
て
」、『
風
絮
』
五
号
、
宋
詞
研
究
会
、
二
○
○
九
年
、
三
六
～

八
八
頁
。

（
（（
（
若
木
太
一
「
唐
話
辞
書
・
東
京
語
辞
書
・
朝
鮮
語
辞
書
」、
園
田
尚
弘
・
若
木
太
一
編
『
辞
書
遊
歩　

長
崎
で
辞
書
を
読
む
』
所
収
、
九

州
大
学
出
版
会
、
二
○
○
四
年
、
三
～
二
二
頁
、
参
照
。

（
（（
（
樊
可
人
「
遠
山
荷
塘
年
譜
稿
」、『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
四
十
三
号
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
内
海
文
化
研
究
施
設
、
二

〇
一
五
年
、
一
三
～
二
九
頁
、
参
照
。
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（
（（
（
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』、
長
崎
文
献
社
、
一
九
六
八
年
初
版
、
一
九
九
五
年
新
訂
版
、
第
二
章
第
八
節
「
遊
女
と
歌
舞

音
曲
」
の
三
「
三
味
線
と
琴
と
胡
弓
」、
前
編
三
○
三
～
三
○
八
頁
。

（
（（
（
古
賀
十
二
郎
、
前
掲
書
、
三
○
七
頁
。

（
（0
（『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田
（
資
料
集　

書
簡
編
（』、
一
一
七
～
一
二
○
頁
。

（
（（
（
国
金
海
二
「
野
田
笛
浦
『
得
泰
船
筆
語
』
に
つ
い
て
」、『
文
藝
論
叢
』
二
四
号
、
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
、
二
○
一
二
年
、
三
六

～
四
三
頁
、
参
照
。

（
（（
（『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』
第
六
冊
、
一
四
六
～
一
四
八
頁
。『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田
（
資
料
集　

書
簡
編
（』、
一
二
六
～
一

二
七
頁
。

（
（（
（
文
政
十
年
春
の
手
紙
で
は
続
け
て
「
水
野
勝
太
郎
ニ
書
通
仕
候
ニ
モ
当
夏
舟
ニ
ハ
参
申
候
由
に
御
座
候
」
と
あ
る
の
で
、
夏
ま
で
は
江

芸
閣
に
会
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
清
麗
集
』
に
付
さ
れ
た
江
芸
閣
の
識
語
は
文
政
十
年
の
「
冬
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
（（
（『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田
（
資
料
集　

書
簡
編
（』、
一
二
三
～
一
二
五
頁
。

（
（（
（
古
賀
十
二
郎
、
前
掲
書
、
第
二
章
第
八
節
「
遊
女
と
歌
舞
音
曲
」
の
四
「
清
楽
」、
前
編
三
○
八
～
三
一
二
頁
、
参
照
。


